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一
、
は
じ
め
に

作
り
物
語
は
、
享
受
者
に
よ
っ
て
書
写
の
際
に
自
由
に
書
き
改
め
ら
れ
て
よ

い
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
片
岡
利
博
氏
は
、
そ
の
あ
た
り
を
物

語
の
書
写
に
関
す
る
『
枕
草
子
』
の
言
説
や
『
狭
衣
物
語
』
の
本
文
の
実
態
か

ら
、
納
得
で
き
る
か
た
ち
で
明
ら
か
に
さ
れ
、
活
字
本
で
提
供
さ
れ
た
「
最
善

本
」
だ
け
で
研
究
す
る
物
語
研
究
に
異
議
を
唱
え
て
い
る（１
）。『
狭
衣
物
語
』
の

場
合
、
中
世
初
期
と
い
う
伝
本
中
最
古
の
書
写
に
な
る
深
川
本
が
実
は
幾
重
も

の
混
態
本
文
で
あ
る
こ
と
が
、具
体
的
に
例
示
本
文
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

「
解
釈
の
フ
ィ
ル
タ
ー
」
に
よ
り
書
き
改
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
、諸
本
間
で
「
フ

レ
ー
ズ
の
入
れ
替
わ
る
箇
所
」
は
校
合
さ
れ
て
本
文
中
に
取
り
込
む
際
に
行
わ

れ
が
ち
と
も
指
摘
す
る
。
四
巻
か
ら
な
る
深
川
本
が
、巻
に
よ
っ
て
基
本
本
文
・

派
生
本
文
の
取
り
合
せ
は
系
統
分
類
・
写
本
の
層
ま
で
変
わ
る
実
態
が
見
渡
さ

れ
て
い
る
。「
よ
い
本
文
」
が
必
ず
し
も
古
い
写
本
で
は
な
い
と
い
う
点
も
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
片
岡
氏
は
、
本
文
異
同
に
つ
い
て
そ
の
指
摘
と
解
説
で
終
ら

せ
ず
に
、
新
た
に
本
文
が
生
成
し
て
く
る
、
ま
さ
し
く
現
場
レ
ベ
ル
を
み
ご
と

に
突
き
と
め
ら
れ
た
。
諸
本
が
発
生
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
か
れ
た
瞠
目
す
べ

き
著
書
で
あ
る
。

歴
史
物
語
の
場
合
は
と
言
え
ば
、『
狭
衣
物
語
』
ほ
ど
自
由
に
書
き
改
め
ら

れ
た
徴
証
を
私
に
は
見
出
せ
て
い
な
い
。本
文
異
同
が
起
き
る
原
因
の
一
つ
に
、

本
文
を
丁
寧
に
享
受
し
、
そ
の
歴
史
的
事
象
に
つ
い
て
調
べ
て
注
書
き
し
て
、

そ
う
し
た
勘
物
の
類
が
本
文
化
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
傾
向
は
あ
る
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
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『
大
鏡
』
の
場
合
に
は
、
歴
史
的
人
物
に
関
わ
る
履
歴
や
逸
話
・
説
話
の
類

を
加
え
て
、
大
き
く
増
補
し
て
い
く
本
文
が
見
え
る
。『
大
鏡
』
が
当
初
書
き

留
め
た
歴
史
範
囲
や
意
図
を
超
え
て
、後
の
時
代
か
ら『
大
鏡
』を
書
き
継
い
で
、

同
じ
作
品
名
で
増
補
し
て
い
く
こ
と
も
行
わ
れ
た
。『
大
鏡
』
の
帝
紀
・
列
伝
・

雑
々
物
語
と
い
う
ゆ
る
や
か
な
構
造
体
が
（「
雑
々
物
語
」
も
増
補
本
文
と
み
る
向
き

も
あ
る
）、
増
補
を
行
い
や
す
く
さ
せ
て
い
る
と
も
思
わ
れ
る
。『
大
鏡
』
で
は
、

歴
史
を
俯
瞰
で
き
る
後
の
時
代
に
な
っ
て
、
享
受
者
が
さ
ら
な
る
書
物
な
ど
に

よ
っ
て
、
記
さ
れ
た
範
囲
の
物
語
に
付
加
し
て
い
く
、
あ
る
種
の
歴
史
解
釈
を

加
え
て
い
く
行
為
が
見
て
と
れ
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
付
加
し
た
こ
と
で
、
本

来
の
『
大
鏡
』
が
持
っ
て
い
た
執
筆
意
図
か
ら
逸
脱
し
て
、
当
初
期
の
性
格
を

変
え
て
し
ま
う
結
果
を
も
う
む
。
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集「
古
典
へ
の
招
待
」

で
、
二
字
下
げ
の
増
補
部
分
を
別
に
読
ん
で
欲
し
い
と
願
っ
た
の
も
、
そ
う
い

う
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。
や
は
り
、
截
然
と
分
け
て
ま
ず
は
別
の
性
格
を
も
つ

作
品
と
し
て
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
栄
花
物
語
』
で
は
、
異
文
が
発
生
す
る

場
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
に
は
ま
だ
明
確
な
像
が
結
べ
な
い

で
い
る
。

　

松
村
博
司
氏
は
長
年
に
わ
た
る
『
栄
花
物
語
』
諸
本
研
究
の
成
果
に
立
た
れ

て
、
校
注
書
や
全
注
釈
書
を
も
の
さ
れ
、
主
要
写
本
に
よ
る
校
本
も
刊
行
さ
れ

た（２
）。
氏
は
、『
栄
花
物
語
』（
以
後
、『
栄
花
』
と
略
称
す
る
）
を
古
本
系
統
・
流
布

本
系
統
・
異
本
系
統
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
て
、
古
本
系
統
の
梅
沢
本
（
三
条
西

家
旧
蔵
、
現
九
州
国
立
博
物
館
蔵
）
を
最
善
本
と
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
近
年
の
注
釈

書
の
底
本
と
し
て
梅
沢
本
が
も
っ
ぱ
ら
採
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
栄
花
物

語
の
研
究　

校
異
篇
』
で
は
、
正
編
で
は
、
梅
沢
本
を
底
本
に
し
、
右
に
西
本

願
寺
本
（
流
布
本
系
統
）、
左
に
富
岡
甲
本
（
異
本
系
統
）
で
対
校
を
示
し
、
さ
ら

に
頭
注
欄
で
他
本
の
校
異
に
言
及
さ
れ
た
。
続
編
で
は
、
底
本
を
梅
沢
本
、
左

に
古
本
系
統
第
二
類
の
陽
明
文
庫
本
の
校
異
を
示
し
、頭
注
欄
に
西
本
願
寺
本
・

桂
宮
本
の
校
異
を
示
さ
れ
て
い
る
。

松
村
氏
の
研
究
成
果
が
偉
大
で
あ
る
だ
け
に
、
さ
ら
な
る
伝
本
研
究
は
ほ
と

ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
状
況
下
、
久
保
木
秀
夫
氏
は
、
こ
の
最
善
本
梅
沢

本
が
、
実
は
形
態
も
本
文
の
性
質
も
ま
っ
た
く
異
な
る
残
欠
本
二
種
の
取
り
合

せ
本
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
巻
一
～
二
〇
ま
で
の
十
帖
が
大
型
本

で
あ
り
、
巻
二
一
～
四
〇
ま
で
の
七
帖
が
枡
型
本
で
あ
り
、
前
半
十
帖
が
い
わ

ゆ
る
「
古
本
系
統
」
と
い
う
分
類
で
あ
る
本
文
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
半
七

帖
は
西
本
願
寺
本
（
流
布
本
系
統
）
の
本
文
的
性
格
を
有
し
て
い
る
と
い
う（３
）。

　

ま
た
、
梅
沢
本
と
西
本
願
寺
本
に
つ
い
て
書
写
・
校
合
・
伝
来
な
ど
を
検
討

す
る
こ
と
で
、
梅
沢
枡
型
本
・
西
本
願
寺
本
・
東
山
殿
御
本
な
ど
の
重
要
写
本

の
関
係
性
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
梅
沢
大
型
本
の
出
所
や
古
筆
切
に
も
触
れ
ら
れ

た（４
）。
そ
れ
ら
の
内
容
を
私
流
に
時
間
の
流
れ
に
そ
っ
て
紹
介
す
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
。

　

文
明
十
二
（
一
四
八
〇
）
年
、参
内
し
た
中
御
門
宣
胤
に
『
栄
花
物
語
』
の
「
校

合
」
が
命
じ
ら
れ
た
（『
宣
胤
卿
記
』
四
月
二
十
二
日
条
）。
彼
は
、
西
本
願
寺
本
の

極
札
に
第
九
帖（
巻
二
一
～
二
四
）の
伝
称
筆
者
と
し
て
名
が
見
え
た
人
物
。ま
た
、

文
明
十
五
（
一
四
八
三
）
年
、
近
衛
政
家
は
、
後
土
御
門
天
皇
に
『
栄
花
物
語
』

第
一
帖
は
他
人
に
は
ま
か
せ
ら
れ
な
い
か
ら
と
、
巻
一
～
巻
三
の
書
写
を
命
じ

ら
れ
、
書
写
を
始
め
（『
後
法
興
院
記
』
三
月
三
十
日
条
）、
さ
ら
に
書
写
を
終
え
て

提
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
少
々
直
し
て
参
ら
す
よ
う
に
と
の
命
が
下
っ
た

（『
同
』
五
月
二
十
七
日
条
）。
こ
の
政
家
も
、
西
本
願
寺
本
第
一
帖
の
伝
称
筆
者
で

あ
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
『
栄
花
物
語
』
の
書
写
・
校
合
の
親
本
が
わ
か
る
決
め

手
が
、『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
文
明
十
五
年
八
月
二
十
二
日
条
に
あ
り
、「
東

山
殿
へ
、
栄
花
物
語
返
し
参
ら
せ
ら
る
る
」
と
い
う
記
事
が
見
え
る
こ
と
で
あ
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『栄花物語』続編の本文

る
。
内
裏
で
の
書
写
は
東
山
殿
義
政
の
本
を
用
い
て
の
書
写
・
校
合
で
あ
っ
た

と
知
ら
れ
る
と
い
う
。

さ
ら
に
二
十
年
ほ
ど
後
、こ
の「
東
山
殿
御
本
」つ
ま
り
足
利
義
政
所
持
の「
栄

花
物
語
」
と
「
続
世
継
」
が
売
り
に
出
さ
れ
、
後
柏
原
天
皇
が
入
手
し
、
そ
れ

ら
を
見
た
三
条
西
実
隆
が
「
共
以
美
麗
、
尤
所
望
之
物
也
」
と
記
し
た
の
は
、

文
亀
三
（
一
五
〇
三
）
年
で
あ
っ
た
（『
実
隆
公
記
』
九
月
五
日
条
）。

　

永
正
六
（
一
五
〇
九
）
年
に
は
、実
隆
は
、「
栄
花
物
語
十
七
冊
全
部
」
を
「
礼

物
弐
百
匹
」
で
入
手
し
た
と
記
す
（『
実
隆
公
記
』
十
一
月
四
日
条
、
八
日
条
）。
翌
々

年
の
永
正
八
（
一
五
一
一
）
年
三
月
七
日
条
に
は
、
四
〇
巻
す
べ
て
を
「
一
覧
」

し
た
と
あ
る
。
人
に
貸
与
し
た
記
事
も
見
え
る
。
実
隆
が
購
入
し
た
こ
の
栄
花

物
語
十
七
冊
が
、
現
在
の
梅
沢
本
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
中
期
書
写
の
本
と
し
て

失
わ
れ
ず
伝
来
し
た
と
い
う
（
現
、
国
宝
）。

　

西
本
願
寺
本
は
、
天
文
八
（
一
五
三
九
）
年
に
、
本
願
寺
十
世
証
如
上
人
の

母
慶
寿
院
に
、禁
裏
か
ら
下
賜
さ
れ
た
本
で
あ
り（『
天
文
日
記
』九
月
二
十
七
日
条
）、

久
保
木
氏
は
、
こ
の
本
が
、
本
文
異
同
の
あ
り
方
か
ら
、
文
明
頃
に
後
土
御
門

天
皇
が
政
家
他
に
書
写
さ
せ
、
ま
た
校
合
さ
せ
た
そ
の
本
で
間
違
い
な
い
と
指

摘
す
る
。「
東
山
殿
御
本
」
は
西
本
願
寺
本
の
親
本
で
あ
っ
た
。

梅
沢
枡
形
本
と
西
本
願
寺
本
と
を
対
校
し
て
示
し
、
久
保
木
氏
は
間
に
は
少

な
く
と
も
Ａ
本
と
い
う
一
本
が
あ
り
、
そ
の
Ａ
本
こ
そ
が
「
東
山
殿
御
本
」
で

あ
っ
た
ろ
う
と
推
量
さ
れ
、
松
村
説
を
修
正
さ
れ
た
。

一
方
、
梅
沢
本
『
栄
花
』
の
大
型
本
は
、
料
紙
の
大
き
さ
か
ら
鎌
倉
時
代
中

期
に
始
ま
る
北
条
実
時
の
金
沢
文
庫
の
蔵
書
で
あ
っ
た
ろ
う
と
い
う
高
田
信
敬

氏
説
を
紹
介
し
て
、
金
沢
文
庫
本
（
と
お
ぼ
し
き
）
三
十
六
人
集
の
本
が
幾
つ

か
、
実
隆
周
辺
に
売
り
出
さ
れ
た
状
況
と
思
い
あ
わ
せ
て
い
る
。
枡
形
本
と
取

り
合
せ
に
な
っ
た
の
は
、
後
半
二
十
巻
が
失
わ
れ
た
た
め
に
、
枡
形
本
で
補
塡

し
た
も
の
か
と
さ
れ
、
補
塡
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
た
結
果
、
枡
形
本
の
残
り

前
半
八
帖
は
散
逸
し
、
現
在
巻
十
九
の
断
簡
一
葉
が
知
ら
れ
る
の
み
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
由
緒
が
明
確
に
な
っ
た
梅
沢
本
・
西
本
願
寺
本
な
の
で
あ

る
が
、
巻
二
一
以
降
は
西
本
願
寺
本
と
同
じ
系
統
の
本
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
異
本
系
統
の
富
岡
本
が
正
編
巻
三
〇
ま
で
し
か
な
い
の
で
、『
栄
花
』

続
編
十
巻
（
巻
三
一
～
四
〇
）
の
本
文
は
一
系
統
で
読
ん
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
後
、中
村
成
里
氏
が
、学
習
院
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
本
（
以

下
「
学
習
院
本
」
と
略
称
）
を
、
新
資
料
と
し
て
そ
の
価
値
を
紹
介
さ
れ
た（５
）。
顕

昭
が
歌
学
書
で
万
葉
集
の
成
立
を
論
じ
た
箇
所
に
、「
世
継
」
と
し
て
『
栄
花

物
語
』
巻
一
「
月
の
宴
」
の
本
文
を
引
用
す
る
と
こ
ろ
に
、『
栄
花
』
を
証
本
・

普
通
本
と
に
分
け
る
言
及
が
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
た
。
顕
昭『
古
今
集
序
注
』

の
、

又
世
継
証
本
ニ
ハ
昔
奈
良
帝
御
前
ニ
モ
万
葉
集
エ
ラ
バ
セ
給
フ
云
々
者
。

然
者
、
普
通
本
ニ
ハ
萬
葉
五
巻
抄
序
ヲ
ア
シ
ク
心
エ
テ
、
萬
葉
撰
シ
存

ジ
テ
和
纔
ニ
書
也
。
尤
可
付
証
本
歟
。
件
本
ハ
土
御
門
右
大
臣
家
本
也
。

（
傍
線
は
加
藤
、
以
下
同
じ
）

を
も
と
に
歌
学
書
に
あ
た
り
、
梅
沢
本
・
西
本
願
寺
本
・
富
岡
本
な
ど
の
本
文

が
「
普
通
本
」
の
内
容
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
学
習
院
本
が
「
証
本
」
の
本
文

を
持
つ
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
巻
名
も
学
習
院
本
が
独
自
な
も
の
を
も

つ
こ
と
に
触
れ
、『
後
拾
遺
集
』
諸
本
に
こ
の
本
の
出
現
に
よ
っ
て
情
報
が
補

完
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
説
明
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、『
栄
花
』
諸
本
の
書

き
入
れ
や
異
文
傍
記
の
中
に
、
学
習
院
本
と
一
致
す
る
和
歌
数
例
を
あ
げ
た
。

学
習
院
本
と
同
じ
本
文
の
享
受
痕
を
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
中
村
氏
は
、「『
栄
花
物
語
』
巻
二
七
本
文
の
再
検
討
―
学
習
院
大

学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
所
蔵
本
と
伝
二
条
為
明
筆
六
半
切
二
葉
・
小
林
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正
直
旧
蔵
本
を
め
ぐ
っ
て
―
」（６
）
を
発
表
さ
れ
た
。
巻
二
七
「
衣
の
珠
」
の
本

文
に
つ
い
て
、
ツ
レ
で
あ
る
古
筆
切
二
葉
が
学
習
院
本
と
同
系
統
で
あ
る
と
明

示
し
た
。
ま
た
、
鎌
倉
期
の
梅
沢
本
よ
り
も
や
や
古
く
推
定
さ
れ
る
と
い
う
、

小
林
正
直
旧
蔵
本
（
現
在
所
在
不
明
）
に
つ
い
て
、
国
史
大
系
の
頭
注
欄
の
校
異

や
松
村
氏
に
よ
る
復
刻
本
文
を
利
用
し
て
対
校
さ
れ
た
。
結
果
、学
習
院
本
は
、

富
岡
甲
乙
本
や
小
林
本
と
似
た
箇
所
や
、
梅
沢
本
・
西
本
願
寺
本
寄
り
の
特
徴

を
も
示
す
箇
所
が
見
え
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
四
つ
目
の
新
た
な
本
文
系
統

と
し
て
、
学
習
院
本
の
全
体
像
を
吟
味
す
る
必
要
性
を
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。

近
年
の
『
栄
花
』
諸
本
研
究
か
ら
は
、
松
村
氏
以
降
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
く
か
が
問
わ
れ
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
ち
、
写
本
に
あ
た
り
読
解
す

る
必
要
性
が
強
く
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

私
も
、
中
村
氏
の
注
５
論
文
の
後
に
、『
栄
花
』
続
編
に
つ
い
て
梅
沢
本
と

学
習
院
本
と
を
対
校
し
て
、
今
ま
で
抱
い
て
き
た
不
審
箇
所
が
学
習
院
本
に
よ

り
綺
麗
に
氷
解
す
る
こ
と
に
触
れ
、
学
習
院
本
の
長
所
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ

る（７
）。
全
巻
を
あ
ら
あ
ら
対
校
し
た
私
の
印
象
で
は
、
流
布
本
系
統
・
異
本
系

統
も
加
わ
る
巻
二
〇
以
前
で
は
、
学
習
院
本
は
、
巻
に
よ
っ
て
、
梅
沢
本
（
古

本
系
統
）、
西
本
願
寺
本
（
流
布
本
系
統
）、
富
岡
甲
本
（
異
本
系
統
）
と
そ
れ
ぞ
れ

に
近
い
傾
向
を
見
せ
る
場
合
も
あ
る
が
、
や
は
り
ま
っ
た
く
別
本
文
を
有
し
て

い
る
。
巻
二
一
～
三
〇
も
、
巻
に
よ
り
、
梅
沢
本
（
＝
西
本
願
寺
本
）
寄
り
、
富

岡
本
寄
り
が
あ
る
も
の
の
、
や
は
り
独
自
の
本
文
系
統
に
思
わ
れ
る
。
大
部
の

『
栄
花
』
ゆ
え
に
、
学
習
院
本
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
な
る
ま
で
に
は
時
間
が

か
か
る
で
あ
ろ
う
が
、
是
非
と
も
活
用
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
写
本
と
思
う
。

前
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
で
十
分
に
伝
え
き
れ
な
か
っ
た
憾
み
が
残
る
。
本
稿

で
は
、
学
習
院
本
の
「
本
文
」
に
注
目
す
る
と
、
今
ま
で
に
行
わ
れ
て
き
た
続

編
世
界
の
読
解
に
変
更
を
迫
る
べ
き
様
相
に
つ
い
て
例
示
し
、
さ
ら
に
従
来
の

続
編
本
文
が
有
し
て
い
た
問
題
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

本
論
に
入
る
前
に
、
こ
こ
で
学
習
院
本
の
本
文
的
性
格
に
つ
い
て
述
べ
て
お

き
た
い
。
手
許
の
紙
焼
写
真
や
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で

見
て
い
く
と
、
ま
ず
、
梅
沢
本
や
西
本
願
寺
本
に
比
べ
て
漢
字
が
少
な
く
仮
名

が
多
い
。「
ち
や
う
け
ん
八
年
」
な
ど
の
年
号
、「
せ
つ
し
や
う
」「
さ
大
し
ん
」

「
大
な
こ
ん
」
な
ど
官
職
名
か
ら
、
多
数
の
登
場
人
物
名
に
い
た
る
ま
で
、
仮

名
書
き
で
な
さ
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
く
、
実
に
読
み
に
く
い
。
敬
語
法
も

理
解
し
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
脱
字
・
脱
文
こ
れ
ま
た
多
い
。
要
す
る
に
注

釈
書
な
ど
の
底
本
に
用
い
ら
れ
る
梅
沢
本
と
は
較
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、

読
み
に
く
い
本
文
で
あ
る
。
随
所
に
脱
字
・
脱
文
が
見
ら
れ
る
が
、
続
編
で
は

巻
三
六
の
途
中
ま
で
、
丁
寧
に
補
入
や
訂
正
が
な
さ
れ
（
い
つ
の
段
階
で
ど
ん
な

性
格
の
本
に
よ
っ
た
か
は
、ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
）、「
イ
」
と
い
う
異
文
傍
記
も
あ
る
。

本
文
自
体
は
整
っ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
な
お
、
学
習
院
本
の
書
誌
解
題
は

中
村
氏
注
５
論
文
Ｂ
で
な
さ
れ
、
学
習
院
本
は
文
明
か
ら
永
正
（
一
四
六
九
～

一
五
二
〇
）
頃
の
写
本
と
い
う
日
本
語
日
本
文
学
科
貴
重
書
目
録
を
紹
介
す
る
。

つ
ま
り
、
西
本
願
寺
本
と
ほ
ぼ
同
年
代
の
書
写
本
と
な
る
。

二
、
和
歌
関
係
の
本
文
異
同
に
つ
い
て

巻
三
一
「
殿
上
の
花
見
」。
巻
名
は
以
下
通
行
の
名
を
用
い
る
。
巻
名
の
由

来
と
な
る
の
は
、
関
白
以
下
の
花
見
を
描
い
た
次
の
場
面
に
よ
る
。
梅
沢
本
を

本
行
に
記
し
、
私
に
句
読
点
と
濁
点
を
付
し
た
。
学
習
院
本
に
つ
い
て
は
、
異

同
の
み
を
右
に
ル
ビ
風
に
示
し
た
。
な
お
以
下
、
引
用
本
文
の
梅
沢
本
は
、
川

口
久
雄
『
梅
沢
本
榮
花
物
語
』
五
・
六
（
勉
誠
社
、
一
九
八
〇
・
八
二
年
）
の
影
印
を

用
い
る
。
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①
ま
こ
と
や
、
殿
上
の
人
／
＼
も・

花は
な

見
、
関
く
わ
ん
ぱ
く白
殿
も
御
ら
ん
じ
け
る
に
、

斎さ
ゐ
院ゐ
ん
よ
り
、

ア
の
こ
り
な
く
た
づ
ぬ
な
れ
ど
も
し
め
の
う中

ち・

の
は
な
は
花
に
も
あ

ら
ぬ
な
り
け
り

　
　

と
き
こ
えゑ

さ
せ
給
へひ

り・

け
れ
ば
、
春
宮
・の

大
夫
の・

御
か
へ
し
、

イ
風・

を・

い・

た・

み・

ま・

づ・

ぞ・

山・

べ・

を・

た・

づ・

ね・

つ・

る・

し・

め・

ゆ・

ふ・

花・

は・

ち・

ら・

じ・

と・

思・

て・

こ・

の・

哥・

の・

か・

へ・

し・

は・

、・

か・

く・

こ・

そ・

集・

に・

は・

、・

ウ
のの（「
な
」ミ
セ
ケ
チ
）こり
な
く
な
り
ぬ
る
春は
る

に
ち
り
ぬ
べ
き
花は
な

ば
か
り
を
ば

　

ね
た
ま
ざ
ら
な
ん

　
　

と
き
こ
えゑ

さ
せ
給
へ
り
。と
ぞ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
頁

（
参
考
に
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
③
の
頁
を
付
す
。
以
下
同
じ
）

　

梅
沢
本
を
底
本
と
す
る
従
来
の
注
釈
書
で
は
、
ア
（
斎
院
）
→
イ
（
頼
宗
）

→
ウ
（
斎
院
）
の
順
で
歌
が
贈
答
さ
れ
た
と
す
る
。
だ
が
、
学
習
院
本
に
は
、

点
線
部
内
が
な
い
。『
今
鏡
』
な
ら
、「
集
」「
撰
集
」
に
歌
が
か
く
か
く
と
あ

る
式
の
記
事
は
多
く
見
ら
れ
る
が（８
）、『
栄
花
』
に
は
、「
集
」
に
歌
が
云
々
と
い
っ

た
右
の
よ
う
な
例
は
な
い（９
）。『
栄
花
』
を
読
み
な
れ
た
者
に
は
、
点
線
部
が
な

い
学
習
院
本
が
自
然
に
思
え
る
。こ
の
巻
は
さ
か
ん
に
補
入
訂
正
が
見
え
る
が
、

点
線
部
内
に
関
わ
っ
て
は
補
入
も
異
文
傍
記
も
な
い
。

学
習
院
本
の
文
脈
で
、
つ
ま
り
斎
院
か
ら
「
関
白
」
賴
通
へ
の
贈
歌
ア
「
の

こ
り
な
く
」
に
対
し
て
、
ウ
「
の
こ
り
な
く
」
は
返
歌
と
し
て
読
め
る
の
か
ど

う
か
。
ウ
は
ア
と
初
句
を
そ
ろ
え
、
春
の
終
り
散
っ
て
し
ま
う
に
ち
が
い
な
い

他
の
花
を
、「
し
め
の
う
ち
の
」斎
院
に
あ
る
特
別
な
花
は
妬
ま
な
い
で
欲
し
い
、

と
斎
院
を
訪
ね
て
こ
な
い
恨
み
を
詠
ん
だ
ア
歌
に
答
え
て
い
る
。
イ
ほ
ど
の
上

手
さ
は
な
い
が
、
贈
答
歌
の
体
は
な
し
て
い
る
。

一
方
、
梅
沢
本
の
文
脈
の
イ
ウ
が
贈
答
歌
た
り
う
る
か
と
言
う
と
、
ウ
が
イ

の
何
に
対
し
て
「
ね
た
ま
ざ
ら
な
ん
」
と
言
う
の
か
、「
風
」
の
注
釈
も
行
わ

れ
て
い
る
が
、
ど
う
も
腑
に
落
ち
な
い
。
点
線
部
内
に
注
目
す
る
と
、「
集
」

に
は
「
こ
の
哥
（
＝
ア
歌
）
の
か
へ
し
は
」
イ
と
い
う
返
歌
が
見
え
ま
す
よ
と

注
記
し
た
も
の
と
読
め
る
の
で
は
な
い
か
。

①
の
点
線
部
内
が
注
記
な
ら
ば
、頼
宗
と
斎
院
選
子
と
の
間
の
や
り
と
り
に
、

「
こ
の
哥
の
か
へ
し
」
と
「
御
」
が
な
い
点
も
、
ま
た
、「
か
く
こ
そ
集
に
は
」

か
ら
「
と
聞
こ
え
さ
せ
給
へ
り
」
と
続
き
ぐ
あ
い
が
悪
い
の
も
、説
明
が
つ
く
。

①
の
点
線
部
内
の
梅
沢
本
本
文
は
、
い
つ
の
時
点
で
か
注
記
が
本
文
化
し
た
も

の
と
推
量
す
れ
ば（10
）、
納
得
で
き
る
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
、「
か
く
こ
そ
集
に
は
」
の
「
集
」
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ア
イ
の

贈
答
歌
は
、『
玉
葉
集
』
一
五
八
・
一
五
九
（
以
下
、
歌
の
引
用
は
特
に
断
り
が
な
い
場

合
は
、
新
編
国
歌
大
観
の
本
文
に
よ
る
。
た
だ
し
表
記
は
改
め
た
）
に
見
え
る
。「
斎
院
に

侍
り
け
る
時
、
宇
治
前
関
白
太
政
大
臣
所
々
の
花
み
る
よ
し
き
き
て
申
し
つ
か

は
し
け
る

選
子
内
親
王
」、「
返
し
、
関
白
に
か
は
り
て
よ
み
侍
り
け
る　

堀

川
右
大
臣
」
と
い
う
詞
書
・
作
者
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
頼
宗
の
『
入
道
右
大
臣
集
』
に
イ
歌
が
見
え
る
の
で
、
新
編
私
家
集

大
成
で
示
す
。

上
卿
、
は
な
み
る
と
て
観
音
院
の
か
た
よ
り
雲
林
院
を
な
か
め
て

か
へ
り
（
る
）
ほ
と
に
、
さ
い
ゐ
の
く
る
ま
い
て
ゝ
、
も
の
み
て

す
く
る
ほ
と
に
ふ
（
ミ
）
あ
り
、
み
れ
は
、
し
め
の
う
ち
の
は
な

は
は
な
に
も
あ
ら
ぬ
な
る
ら
し
、
と
あ
り
し
に

か
せ
を
い
た
み
ま
つ
や
ま
へ
を
そ
た
つ
ね
つ
る　

し
め
ゆ
ふ
は
な
は
ち
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ら
し
と
お
も
ひ
て
」（
八
）

詞
書
に
よ
る
と
、
斎
院
女
房
か
ら
の
文
が
届
い
た
、
そ
の
返
歌
と
わ
か
り
、
詠

歌
状
況
が
『
栄
花
』『
玉
葉
集
』
と
少
し
異
な
る
。
傍
線
部
の
和
歌
表
現
は
、『
栄

花
』
と
小
異
が
あ
り
、
む
し
ろ
『
玉
葉
集
』
の
「
し
め
の
内
の
花
は
は
な
に
も

あ
ら
ぬ
な
る
べ
し
」
の
表
現
と
、「
ら
し
」「
べ
し
」
の
一
字
違
い
で
似
て
い
る
。

な
お
、
イ
歌
は
、『
後
葉
集
』
六
四
番
、『
続
詞
花
集
』
六
七
番
歌
に
も
採
ら
れ

て
い
る
が
、
詞
書
か
ら
察
す
る
に
、
と
も
に
『
入
道
右
大
臣
集
』
を
見
て
い
る
。

以
上
、
点
線
部
内
の
「
集
」
は
、『
玉
葉
集
』
を
指
す
と
言
い
た
い
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、『
玉
葉
集
』
は
『
栄
花
』
か
ら
採
歌
す
る
こ
と
も
あ
り
、
さ
ら
に

は
ウ
歌
の
作
者
が
頼
宗
で
よ
い
の
か
な
ど
、
ま
だ
考
え
る
べ
き
余
地
が
残
さ
れ

て
い
る
。

次
の
例
は
、
巻
三
四
「
暮
れ
待
つ
星
」
の
後
朱
雀
天
皇
と
禎
子
と
の
贈
答
歌

で
あ
る
。
関
白
頼
通
の
養
女
嫄
子
が
入
内
し
た
。
禎
子
内
親
王
が
皇
后
に
、
嫄

子
が
中
宮
に
立
っ
た
。
皇
后
禎
子
の
皇
女
達
が
斎
宮
・
斎
院
と
な
り
、
二
の
皇

子
の
み
が
傍
ら
に
い
る
だ
け
で
、
禎
子
は
「
も
の
を
の
み
思
し
め
し
て
お
は
し

ま
す
」
と
、
里
邸
に
い
て
参
内
し
な
か
っ
た
と
記
す
。
そ
の
頃
の
贈
答
歌
で
あ

る
。
引
用
は
①
同
様
に
記
す
。

　

②
五
月
五
日
、
内
よ
り
皇さ
い
宮后
宮（「

さ
い
」ニ
傍
書「
皇
后
」）

に
、　　
　
　
　

も
ろ
と
も
に
か
け
し
あ
や
め
を
ひ
き
わ
か
れ
さ
ら
に
恋
ぢ
に
ま
ど
ふ

こけ

ろふ

か
な　
　

　
　

宮
の
御
か返

へ・

し
、

か
た

く
に
ひ
き
わ
か
れ
つ（「
つ
ゝ
」ハ
補
入
）

ゝ
あ
や
め
草ぐ
さ
あ
はら

ぬ
ね
を
や
は
か
け

ん
と
思お
も
ひ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
九
一
頁

右
の
後
朱
雀
天
皇
の
歌
は
、
学
習
院
本
に
「
後
拾
遺
ニ
か
け
し
あ
や
め
の
ね
を

た
え
て
ト
ア
リ
」
と
注
す
る
。『
後
拾
遺
集
』
恋
三
の
巻
頭
歌
に
見
え
、
五
日

の
日
に
送
っ
た
と
あ
る
詞
書
が
あ
り
、

あ
や
め
ぐ
さ
か
け
し
た
も
と
の
ね
を
た
え
て
さ
ら
に
こ
ひ
ぢ
に
ま
ど
ふ

こ
ろ
か
な
（
七
一
五
）

と
あ
る
。
上
句
に
大
き
な
異
同
が
あ
る
も
の
の
、「
ま
ど
ふ
こ
ろ
か
な
」
は
、

梅
沢
本
に
同
じ
。
返
歌
は
、
新
古
今
集
・
恋
四
・
一
二
四
〇
に
採
ら
れ
、
そ
の

和
歌
本
文
は
学
習
院
本
の
「
あ
ら
ぬ
ね
」
に
同
じ
で
あ
る
。
な
お
、『
定
家
八

代
抄
』
は
、『
栄
花
』
の
贈
答
歌
の
か
た
ち
で
、『
後
拾
遺
集
』『
新
古
今
集
』

の
そ
れ
ぞ
れ
が
同
じ
歌
形
で
採
ら
れ
て
い
る（
一
三
〇
五
・
一
三
〇
六
）。
ま
た
、

『
大
鏡
』
流
布
本
の
増
補
さ
れ
た
「
後
日
談
」
に
も
見
え
、
贈
歌
は
上
句
「
も

ろ
と
も
に
か
け
し
あ
や
め
の
ね
を
た
え
て
」
と
あ
り
、
下
句
は
梅
沢
本
に
同
じ

で
、
返
歌
は
学
習
院
本
に
一
致
す
る
。

返
歌
の
「
あ
ら
ぬ
ね
」
な
ら
、
あ
や
め
の
「
根
」
な
ら
ぬ
、
泣
く
声
の
「
音
」

と
な
り
、自
然
で
あ
る
。「
あ
は
ぬ
ね
」の
表
現
は
、「
逢
ふ
」か
ら
、「
根
」に「
寝
」

が
響
い
て
し
ま
う
故
か
、
男
性
の
立
場
の
歌
に
な
ら
見
え
る
が
、
女
性
の
歌
に

は
見
え
な
い
。
返
歌
は
学
習
院
本
本
文
の
方
が
自
然
で
あ
る
。

な
お
、
贈
歌
は
、
長
い
絶
え
間
が
場
面
で
説
明
さ
れ
、「
五
月
五
日
」
に
送

ら
れ
た
の
で
、
上
句
「
か
け
し
あ
や
め
」
と
五
日
の
こ
と
が
詠
ま
れ
、
学
習
院

本
の
「
け
ふ
」
で
あ
っ
て
も
問
題
な
さ
そ
う
で
あ
る
も
の
の
、「
こ
ろ
」
の
方

が
気
持
は
深
い
か
。「
か
け
」「
ひ
き
」「
こ
ひ
ぢ
」
は
「
あ
や
め
」
の
縁
語
。

右
の
よ
う
に
学
習
院
本
に
よ
る
一
、二
字
程
度
の
異
同
か
ら
、
和
歌
を
読
み

直
す
例
と
し
て
、
同
巻
の
次
の
よ
う
な
贈
答
歌
が
あ
る
。

三
月
に
、
女
院
彰
子
が
我
が
子
後
朱
雀
天
皇
の
い
る
内
裏
に
入
る
。
養
育
し

た
孫
女
一
品
宮
章
子
も
東
宮
妃
と
し
て
内
裏
に
い
た
。

③
三
月
ば
か
り
に
、
院ゐ
ん
、
う
ち
に
い
ら
せ
給
・ひ

た
り
。
道う
ち

な
ど
ひは

まひ

な
く

て
、え　

一
品ほ

ん（
■
ヲ
ミ
セ
ケ
チ
）の
み
や

宮
に
御
もも

（「
も
」
見
セ
消
チ
）
対た

い
面め

ん
な
し
。
宮
よ
り
、
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君き
み
は
な
を
ち
り
に
し
花は
な

の
こ
の
も
と
に
た
ち
よ
ら
じ
と
は
お
も
は

ざ
り
し
を

　
　

御
か返

へ・

し
、

花は
な

ち
り
し
道み

ち

に
こ
ゝ
ろ
は
ま
ど
は
れ
て
こ
の
も
と
ま
で
も
ゆ
か
れ

や
は
せ
し

　
　

御
て
な
ど
・の

い
と
わ
か
くう（「
■
」ミ
セ
ケ
チ
）あ
て
に
か
ゝ
せ
給た
ま
へ
り
。　
三
〇
〇
頁

（「
■
」
は
判
読
不
能
を
表
す
。）

と
あ
る
。
二
重
傍
線
部
、学
習
院
本
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
、「
た
ち
よ
■
し
と
は
（「
■

し
」ヲ
見
セ
消
チ
、「
ら
ん
」ニ
訂
正
）、「
お
も
は
ざ
り
しけ

をり

」（「
し
を
」ヲ
見
セ
消
チ
、「
け
り
」

ニ
訂
正
）と
、梅
沢
本
と
同
じ
本
文
に
訂
正
が
加
わ
っ
て
い
る
。
学
習
院
本
で
は
、

自
身
を
育
て
て
く
れ
た
女
院
が
、
折
か
ら
の
花
の
季
節
に
、「
ち
り
に
し
花
の

こ
の
も
と
」（
両
親
を
亡
く
し
た
子
の
許
＝
一
品
宮
、
東
宮
妃
章
子
。「
木
の
も
と
」
を
掛
け

る
。）
に
、「
な
ほ
…
…
た
ち
よ
ら
ん
と
は
」（
や
は
り
立
ち
寄
っ
て
み
よ
う
と
は
）「
お

も
は
ざ
り
け
り
」（
思
っ
て
下
さ
ら
な
か
っ
た
の
で
し
た
ね
）
と
な
る
。
一
方
、
梅
沢

本
で
は
、
女
院
が
、
両
親
を
亡
く
し
た
子
の
も
と
に
は
、「
た
ち
よ
ら
じ
と
は
」

（
お
立
ち
寄
り
に
な
る
ま
い
と
は
）「
お
も
は
ざ
り
し
を
」（
思
わ
な
か
っ
た
の
に
）
と
な
っ

て
、「
君
は
」
の
述
語
が
「
立
ち
寄
ら
じ
」
と
な
り
、「
思
は
ざ
り
し
」
の
「
思
ふ
」

主
語
が
一
品
宮
章
子
と
な
っ
て
し
ま
う
。
副
詞
「
な
ほ
（
猶
）」
の
係
る
語
が

浮
い
て
し
ま
う
。
学
習
院
本
の
訂
正
本
文
の
方
が
、
読
解
は
ス
ム
ー
ズ
に
な
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
歌
の
前
の
散
文
部
分
は
、梅
沢
本
の
方
が
理
解
し
や
す
い
。

な
お
、
右
の
贈
答
歌
は
、『
万
代
集
』
雑
一
や
『
玉
葉
集
』
雑
三
に
は
、
学

習
院
本
の
訂
正
本
文
で
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
学
習
院
本
が
訂
正
し

た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
②
や
他
例
に
は
勅
撰
集
で
訂
正
し
て
い
な
い
箇
所
も

あ
り
、
さ
ら
に
、『
万
代
集
』
は
『
栄
花
』
続
編
を
読
ん
だ
内
容
で
あ
り
、『
玉

葉
集
』
は
『
万
代
集
』
と
と
も
に
『
栄
花
』
続
編
を
読
ん
だ
内
容
の
詞
書
を
有

し
て
い
る（11
）。
あ
る
い
は
、
学
習
院
本
の
訂
正
本
文
の
か
た
ち
が
本
来
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
採
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
、
校
訂
本
文
作
り
に
関
わ
る
例
を
あ
げ
た
が
、
伝
記
研
究
に
も
作
用
し

か
ね
な
い
例
が
、
歌
の
作
者
に
見
え
る
。
巻
三
二
「
歌
合
」。
関
白
頼
通
の
高

陽
院
邸
に
姉
女
院
彰
子
が
渡
御
、
頼
通
室
な
ど
に
対
面
、
頼
通
は
美
を
尽
く
し

て
御
覧
に
入
れ
よ
う
と
し
た
の
記
事
と
そ
れ
に
続
く
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
は
、

梅
沢
本
で
引
用
す
る
。

④

院
の
か
や
う
ゐ
ん
殿
に
わ
た
ら
せ
給
て
お
は
し
ま
す
。
殿
の
う
へ
に
御

対
面
な
ど
あ
り
。
殿
ゝ
御
ぜ
ん
は
い
か
な
ら
ん
下
﨟
（「
下
﨟
」
ヲ
見
セ
消
チ
、

傍
書「
け
う
ら
」カ
）を
つ
く
し
て
も
御
ら
ん
ぜ
さ
せ
む
と
お
ぼ
し
め
し
た
り
。

い
づ
み
の
う
へ
の
渡
殿
に
四
条
中
納
言
ま
い
り
給
へ
る
に
、
出
羽
弁
対

面
し
た
る
に
、
殿
う
ち
よ
り
御
ひ
と
り
も
ち
て
お
は
し
ま
し
て
、
そ
ら

だ
き
物
せ
さ
せ
給
て
そ
ひ
お
は
し
ま
す
、
な
か
な
か
い
と
つ
ゝ
ま
し
く
、

も
の
き
こ
え
給
も
う
ち
い
で
に
く
ゝ
お
ぼ
え
け
り
（
学
習
院
本
「
を
は
し
け

り
」）。
ゑ
に
か
き
た
る
心
ち
す
。

　
　
　

そ
の
こ
ろ
い
よ
の
中
納
言
の
君
、
瀧
の
を
と
を
き
ゝ
て
、

わ
き
か
へ
り
い
は
ま
を
わ
た
る
瀧
の
い
と
の
み
だ
れ
て
を
つ
る
お

と
た
か
き
哉

　
　

出
羽
の
弁
、

と
く
れ
ど
も
あ
は
に
も
あ
ら
ぬ
瀧
の
い
と
を
つ
ね
に
よ
り
て
も
み

ま
ほ
し
き
か
な

な
ど
い
と
は
か
な
き
事
を
い
ひ
つ
ゝ
あ
か
し
く
ら
す
も
お
か
し
く
な
ん

あ
り
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
四
〇
頁
～

「
出
羽
弁
」
は
、
巻
三
一
や
こ
の
巻
三
二
で
は
、
中
宮
威
子
付
き
女
房
と
し

て
登
場
し
て
い
た
。
威
子
所
生
の
馨
子
斎
院
に
従
う
姿
は
あ
っ
た
が
、こ
こ
は
、
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母
中
宮
威
子
が
存
命
の
頃
で
あ
っ
て
、
中
宮
は
内
裏
に
い
た
。
出
羽
弁
は
、
中

宮
威
子
亡
き
後
に
娘
一
品
宮
章
子
付
き
の
女
房
と
な
り
、
女
院
に
引
き
取
ら
れ

た
関
係
も
あ
り
、
女
院
関
係
の
歌
は
あ
っ
て
も
、
彰
子
女
房
と
は
見
え
な
い
。

女
院
が
高
陽
院
に
入
っ
て
、頼
通
私
邸
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
頃
の
こ
と
で
、

な
ぜ
こ
こ
に
突
如
登
場
す
る
の
か
不
審
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
二
箇
所
と
も
に
二
重
傍
線
部
、
学
習
院
本
は
「
ゑ
ち
ご
の

べ
ん
」
と
あ
る
。「
越
後
の
弁
」
な
ら
、
彰
子
女
房
で
あ
り
、
彰
子
の
も
と
で

育
て
ら
れ
た
後
冷
泉
天
皇
の
乳
母
と
な
り
、
巻
三
一
の
彰
子
石
清
水
住
吉
参
詣

に
「
二
の
車
」
に
供
奉
し
た
と
あ
り
、
そ
の
折
の
歌
も
何
首
か
見
え
て
違
和
感

は
な
い
。

ま
た
、
傍
線
部
の
敬
語
「
も
の
き
こ
え
給
」
は
、
定
頼
と
対
面
し
て
い
る
場

面
な
の
で
、
定
頼
に
敬
意
を
高
め
る
「
き
こ
え
」
は
自
然
で
あ
る
が
、
出
羽
弁

へ
の
敬
意「
給
」は
お
か
し
い（
他
の
場
面
に
出
羽
弁
に
尊
敬
語
は
付
か
な
い
）。こ
こ
が
、

後
冷
泉
の
乳
母
「
越
後
の
弁
」
な
ら
、
敬
語
は
も
ち
ろ
ん
頷
け
る（12
）。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
出
羽
弁
は
威
子
出
仕
以
前
に
彰
子
女
房
で
あ
っ
た
と
さ

れ
る
が
、
そ
の
有
力
な
証
の
一
つ
④
は
崩
れ
る（13
）。

ま
た
、「
そ
の
こ
ろ
」
以
下
の
場
面
も
、「
伊
予
中
納
言
」
の
出
自
な
ど
未
詳

で
あ
る
が
、
歌
の
内
容
か
ら
も
段
落
の
続
き
か
ら
も
高
陽
院
の
瀧
を
歌
っ
た
も

の
と
解
さ
れ
、「
越
後
の
弁
」
な
ら
高
陽
院
に
滞
在
す
る
女
院
女
房
同
士
の
和

歌
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
る
。

以
上
、
学
習
院
本
を
介
し
た
和
歌
を
め
ぐ
る
諸
異
同
を
見
る
と
、『
栄
花
』

和
歌
本
文
に
つ
い
て
書
写
の
あ
り
方
や
周
辺
歌
集
と
の
関
係
な
ど
か
ら
全
体
を

見
直
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
三
、『
栄
花
物
語
』
巻
三
七
巻
末
文
の
異
同

『
栄
花
』
続
編
は
、
従
来
、
一
度
に
成
立
し
た
の
で
は
な
く
、
第
一
部
・
第

二
部
と
別
に
書
か
れ
た
も
の
が
、一
つ
に
な
っ
た
も
の
と
さ
れ
、そ
れ
は「
定
説
」

化
し
つ
つ
あ
る
と
ま
で
指
摘
さ
れ
る
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
鑑
賞
注
）。
そ
の

考
え
方
を
支
え
る
大
き
な
根
拠
が
、
巻
三
七
巻
末
に
付
さ
れ
た
文
章
に
よ
っ
て

い
る
。
そ
の
文
章
の
一
段
落
前
ほ
ど
か
ら
、
通
行
の
注
釈
書
の
底
本
と
な
っ
て

い
る
梅
沢
本
か
ら
引
用
し
、
学
習
院
本
と
の
異
同
を
ル
ビ
風
に
示
す
。
梅
沢
本

の
改
行
は
／
で
示
す
。

　

⑤
…
…
春は
る
と
ま

／
ら
せ
給
・ひ

に
し
う
ぢ
の
ぎ行

や・

う・

か
う
せ
さ
せ
給
・ふ

。

／
十
月
九
日
な
り
。
め
で
た
し
な
ど
も
世よ

の
つ
ね
也な
り
。

／
い
ふ
に
も
おを

ろ
か
な
れ
ば
、・な

か

・く
・ま

・ね

・び

も・

の・

ぞ
こ
な
ひ
に
も

／
や
と
て
。』
よ・

の・

か・

は・

る・

ほ・

ど・

の・

こ・

と・

・ゞ

も・

・ゝ

な・

く・

に・

は・

／
か・

に・

う・

ぢ・

の・

人・

お・

ぼ・

し・

め・

す・

事・

の・

み・

い・

で・

き・

／
た・

る・

こ・

そ・

あ・

や・

し・

け・

れ・

。・

後・

冷・

泉・

院・

の・

す・

／
ゑ・

の・

よ・

に・

は・

う・

ぢ・

殿・

い・

り・

ゐ・

さ・

せ・

給・

て・

、・

世・

の・

／
さ・

た・

も・

せ・

さ・

せ・

給・

は・

ず・

。・

春・

宮・

と・

御・

中・

あ・

／
し・

う・

お・

は・

し・

ま・

し・

け・

れ・

ば・

、・

そ・

の・

ほ・

ど・

の・

御・

事・

／
ど・

も・

か・

き・

に・

く・

う・

わ・

づ・

ら・

は・

し・

く・

て・

え・

つ・

く・

ら・

／
ざ・

り・

け・

る・

な・

め・

り・

と・

ぞ・

、・

人・

申・

し・

。・

春・

宮・

／
と・

は・

後・

三・

条・

院・

の・

御・

事・

也・

。・

他
本
の
西
本
願
寺
本
・
陽
明
文
庫
本
・
桂
宮
本
な
ど
と
の
異
同
は
、
漢
字
仮
名

以
外
に
は
見
え
な
い
。
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梅
沢
本
の
「
』」
以
降
の
文
章
は
、
こ
こ
で
第
一
部
を
と
ど
め
た
い
わ
ゆ
る

跋
文
と
見
な
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
学
習
院
本
の
み
、
こ
の
跋

文
と
見
ら
れ
る
箇
所
を
持
た
な
い
。
現
象
面
か
ら
は
、学
習
院
本
が
削
っ
た
か
、

他
本
が
付
加
し
た
か
で
あ
る
。
続
編
は
、
異
本
系
統
に
本
文
が
な
い
の
で
、
確

率
的
に
は
五
分
五
分
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

学
習
院
本
は
、
何
度
も
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
意
味
の
通
る
本
文
と
し
て

整
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
脱
文
も
多
い
し
脱
字
に
よ
り
読
め
な
い
箇
所
も

多
く
見
え
る
。
全
体
的
に
整
理
さ
れ
た
本
文
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
性
格
を
思

う
と
、
遡
る
本
文
は
不
明
で
あ
る
が
、
私
は
整
え
て
本
文
を
削
除
し
た
わ
け
で

は
な
く
、
本
来
的
に
跋
文
の
よ
う
な
文
章
が
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
そ
の
徴
証

を
幾
つ
か
の
角
度
か
ら
証
明
し
て
み
た
い
。ま
ず
跋
文
め
い
た
文
章
に
つ
い
て
、

梅
沢
本
の
校
訂
本
文
で
整
理
し
、
自
分
の
か
つ
て
の
考
え
も
訂
正
し
た
い
。

Ａ
世
の
変
は
る
ほ
ど
の
こ
と
ど
も
も
な
く
、
に
は
か
に
宇
治
の
人
思
し
め
す

こ
と
の
み
出
で
来
た
る
こ
そ
あ
や
し
け
れ
。

Ｂ
後
冷
泉
院
の
末
の
世
に
は
宇
治
殿
入
り
ゐ
さ
せ
給
ひ
て
、
世
の
沙
汰
も
せ

さ
せ
給
は
ず
。

Ｃ
春
宮
と
御
仲
悪
し
う
お
は
し
ま
し
け
れ
ば
、
そ
の
ほ
ど
の
御
事
ど
も
、
書

き
に
く
う
わ
づ
ら
は
し
く
て
、
え
作
ら
ざ
り
け
る
な
め
り
と
ぞ
、
人
申

し
し
。
春
宮
と
は
後
三
条
院
の
御
事
な
り
。　
　
　
　
　
　
　

四
二
〇
頁

巻
三
八
「
松
の
し
づ
え
」
開
始
が
、
す
で
に
後
三
条
天
皇
の
御
代
に
な
っ
て

い
て
、
帝
が
一
品
宮
聡
子
内
親
王
女
房
で
あ
っ
た
源
基
平
女
を
寵
愛
し
、
懐
妊

し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
の
で
、
巻
三
七
と
三
八
と
の
接
続
具
合
は
ま
こ
と
に
不

自
然
で
は
あ
る
。
長
年
に
わ
た
っ
て
研
究
史
的
に
は
第
一
部
と
第
二
部
と
に
分

け
て
読
ま
れ
て
、
巻
末
文
は
跋
文
と
し
て
解
釈
さ
れ
、
物
語
が
一
度
途
絶
し
た

と
思
わ
れ
て
来
た
。

　

だ
が
、
右
の
直
前
の
記
事
で
は
、

春
と
ま
ら
せ
た
ま
ひ
に
し
宇
治
の
行
幸
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。
十
月
九
日
な

り
。
め
で
た
し
な
ど
も
世
の
常
な
り
。
言
ふ
に
も
お
ろ
か
な
れ
ば
、
も

の
損
な
ひ
に
も
や
と
て
。

後
冷
泉
天
皇
の
、
頼
通
が
住
む
宇
治
へ
の
行
幸
が
、
春
に
一
度
中
止
に
な
っ
た

と
記
さ
れ
、
十
月
九
日
に
実
現
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。『
栄
花
物
語
全
注
釈
』

や
新
編
全
集
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
平
等
院
へ
の
行
幸
は
、『
扶
桑
略
記
』

に
詳
し
い
が
、『
今
鏡
』「
黄
金
の
御
法
」
で
は
そ
れ
ら
を
仮
名
文
で
記
す
。
両

書
で
見
て
い
く
と
、
行
幸
は
、
治
暦
三
（
一
〇
六
七
）
年
十
月
五
日
の
こ
と
で
、

七
日
に
帰
京
し
た
。
天
皇
が
宇
治
橋
を
渡
る
と
、
伶
人
（
楽
人
）
が
美
し
い
舟

に
乗
っ
て
楽
を
奏
し
て
河
の
上
で
出
迎
え
、
天
皇
が
阿
弥
陀
堂
に
礼
す
る
と
き

は
、池
上
に
童
楽
を
奏
し
た
。
さ
ら
に
経
蔵
を
御
覧
に
な
る
。
食
事
の
御
膳
は
、

金
銀
珠
を
も
っ
て
か
ざ
ら
れ
る
。
翌
日
は
雨
で
宇
治
に
留
ま
り
、
こ
の
地
勢
を

賞
で
、
詩
会
を
も
よ
お
す
。『
今
鏡
』
に
は
後
冷
泉
天
皇
の
詩
の
一
節
が
紹
介

さ
れ
る
。
七
日
還
御
に
あ
た
っ
て
は
、
頼
通
に
准
三
宮
と
随
身
・
資
人
を
賜
る
。

隆
俊
以
下
、
頼
通
実
子
の
定
綱
・
忠
綱
ら
の
加
階
、
平
等
院
関
係
の
僧
侶
ら
に

も
僧
綱
位
を
与
え
、
神
社
に
も
位
を
授
け
る
な
ど
の
恩
賞
が
加
わ
っ
た
。

Ａ
の
「
あ
や
し
け
れ
」
と
感
想
を
洩
ら
す
余
地
は
全
く
な
い
。
学
習
院
本
で

は
、「
め
で
た
し
」
と
言
う
の
も
平
凡
、
表
現
し
て
も
十
分
に
再
現
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
ら
書
か
な
い
、
と
閉
じ
た
。
そ
れ
ほ
ど
頼
通
と
天
皇
と
の
関

係
は
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

Ｂ
に
つ
い
て
も
、
頼
通
は
高
齢
と
な
っ
て
（
治
暦
四
年
七
十
七
歳
）
病
が
ち
で

宇
治
に
籠
っ
た
の
は
、
道
長
同
様
に
御
堂
で
往
生
を
願
っ
て
い
た
か
ら
と
思
わ

れ
る
。宇
治
に
籠
居
し
て
も
、和
田
律
子
氏
が
言
う
よ
う
に
政
治
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

も
文
化
に
対
す
る
情
熱
も
衰
え
ず
、
宇
治
か
ら
発
信
し
、
内
裏
か
ら
の
使
者
も
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宇
治
を
往
復
し
て
い
る（14
）。
Ｂ
も
現
実
と
は
か
け
離
れ
て
い
る（15
）。

　

確
か
に
後
冷
泉
天
皇
の
病
悩
が
あ
り
崩
御
近
く
に
頼
通
が
関
白
を
辞
す
に

は（16
）、
後
三
条
天
皇
の
関
白
を
拒
ん
だ
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
Ａ
Ｂ
の
文
か
ら

Ｃ
に
続
け
る
た
め
の
文
脈
と
し
て
も
、
こ
の
時
代
を
生
き
て
い
た
そ
れ
も
後
三

条
帝
系
が
続
く
時
代
に
、
摂
関
家
側
に
属
す
る
女
性
が
天
皇
と
頼
通
と
の
不
仲

を
記
す
意
味
が
な
い
。
つ
ま
り
Ｃ
の
文
章
に
必
然
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ

る
。
物
語
を
継
続
す
る
に
あ
た
っ
て
、
一
歩
譲
っ
て
第
一
部
と
し
て
こ
こ
で
物

語
を
閉
じ
る
に
し
て
も
、
頼
通
の
子
孫
は
後
三
条
天
皇
治
世
下
と
そ
の
系
統
の

天
皇
の
御
代
に
生
き
て
い
る
。

巻
三
八
「
松
の
し
づ
え
」
は
、
後
三
条
天
皇
が
女
房
基
子
（
源
基
平
女
、
小
一

条
院
の
孫
）
を
寵
愛
す
る
記
事
か
ら
開
始
さ
れ
、
基
子
の
懐
妊
、
男
御
子
（
実
仁

親
王
）
を
出
産
し
、
女
御
と
な
り
皇
子
を
引
き
連
れ
て
内
裏
参
入
す
る
、
と
物

語
を
進
ま
せ
る
。
こ
の
後
三
条
天
皇
の
基
子
偏
愛
を
非
難
す
る
文
脈
で
、
後
冷

泉
天
皇
の
理
想
的
後
宮
に
つ
い
て
語
り
、
ま
た
頼
通
と
の
関
係
を
次
の
よ
う
に

振
り
返
っ
て
記
す
。

後
冷
泉
院
は
、何
ご
と
も
た
だ
殿（
頼
通
）に
ま
か
せ
申
さ
せ
た
ま
へ
り
き
。

後
の
世
に
こ
そ
宇
治
に
も
籠
り
ゐ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、「
世
も
知
ら
じ
。
も

の
な
ど
も
奏
せ
じ
」
と
て
、世
を
捨
て
た
る
や
う
に
て
お
は
し
ま
し
し
か
、

さ
れ
ど
、
除
目
あ
ら
ん
と
て
は
、
ま
づ
何
ご
と
も
申
さ
せ
た
ま
ひ
、
奏

せ
さ
せ
た
ま
は
ね
ど
、か
の
殿
の
人
に
、受
領
に
て
も
た
だ
の
司
に
て
も
、

よ
き
と
こ
ろ
は
な
さ
せ
た
ま
ひ
き
。
同
じ
関
白
と
申
せ
ど
二
十
余
よ
り

八
十
ま
で
せ
さ
せ
た
ま
ふ
、
世
の
人
な
び
き
申
し
、
怖
ぢ
き
こ
え
さ
せ

た
る
、
こ
と
わ
り
な
り
。

四
三
三
頁

巻
三
七
巻
末
文
の
Ａ
Ｂ
と
は
微
妙
に
異
な
っ
て
し
ま
う
。

　

巻
三
七
巻
末
文
「
東
宮
と
御
仲
あ
し
う
お
は
し
ま
し
け
れ
ば
」
の
文
章
を
、

巻
三
八
「
松
の
し
づ
え
」
に
移
行
す
る
前
提
と
し
て
、
私
は
長
年
読
ん
で
き
た

が
、学
習
院
本
の
発
見
で
そ
れ
を
訂
正
す
る
必
要
が
生
じ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

中
村
成
里
氏
は
、「『
栄
花
物
語
』
続
編
に
お
け
る
後
三
条
院
の
位
相
」（17
）
に

お
い
て
、
従
来
ど
お
り
巻
三
七
巻
末
文
を
頼
通
と
の
険
悪
な
関
係
が
あ
っ
た
と

読
ま
れ
た
が
、
後
三
条
天
皇
と
頼
通
子
息
師
実
と
の
関
係
は
良
好
で
あ
っ
た
と

指
摘
す
る
。
巻
三
八
の
実
仁
の
五
十
日
の
祝
い
に
、「（
師
実
ガ
）
抱
き
た
て
ま

つ
ら
せ
た
ま
ひ
て
、上
（
後
三
条
天
皇
）
の
く
く
め
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
ほ
ど
」

な
ど
か
ら
、
実
仁
親
王
の
後
見
と
し
て
、
後
三
条
院
の
ほ
か
に
、
師
実
・
聡
子

内
親
王
ら
が
い
た
と
さ
れ
た
。

後
冷
泉
天
皇
最
末
期
に
賴
通
が
関
白
を
辞
し
た
と
き
、
子
息
師
実
は
二
十
七

歳
右
大
臣
の
地
位
に
あ
っ
た
。
師
実
は
、
後
三
条
天
皇
が
踐
祚
し
た
翌
延
久
元

（
一
〇
六
九
）
年
の
四
月
に
は
、
二
十
八
歳
で
皇
太
子
傅
、
つ
い
で
八
月
に
左
大

臣
と
な
る
。
師
実
が
後
三
条
天
皇
の
信
頼
が
厚
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ま
た
天
皇

が
従
来
の
摂
関
体
制
を
認
め
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
彼
の
養
女
賢
子
も
延
久
三

（
一
〇
七
一
）
年
三
月
に
東
宮
（
後
の
白
河
天
皇
）
に
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
賴
通
は
、
そ
れ
を
見
届
け
て
翌
四
年
出
家
し
、
六
年
二
月
に
八
十
三

歳
で
亡
く
な
っ
た
。
後
三
条
天
皇
が
白
河
天
皇
に
譲
位
す
る
と
、
師
実
は
、
今

度
は
後
三
条
院
皇
子
実
仁
親
王
の
皇
太
弟
傅
と
な
っ
て
い
る
。「
春
宮
と
御
仲

悪
し
う
お
は
し
ま
し
け
れ
ば
」
と
は
言
っ
て
は
い
ら
れ
ぬ
状
況
が
、
実
は
当
時

の
政
治
の
仕
組
な
の
で
あ
る
。

か
つ
て
後
三
条
院
が
院
政
の
開
始
を
意
図
し
、
院
政
の
始
ま
り
と
歴
史
解
釈

さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
の
歴
史
学
の
成
果
で
は
、
後
三
条
天
皇
は
わ
が
子
実
仁

を
立
太
子
さ
せ
る
べ
く
譲
位
し
た
も
の
で
あ
り
、
白
河
天
皇
も
譲
位
し
た
の
は

皇
太
弟
実
仁
没
後
、
異
母
弟
輔
仁
親
王
を
お
さ
え
て
わ
が
子
堀
河
天
皇
を
即
位

さ
せ
る
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
白
河
院
政
と
言
わ
れ
る
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堀
河
天
皇
の
時
代
も
、
後
宮
こ
そ
院
に
掌
握
さ
れ
た
も
の
の
、
関
白
師
実
・
師

通
時
代
は
院
政
と
は
遠
か
っ
た
。
堀
河
天
皇
が
亡
く
な
っ
て
、
幼
い
鳥
羽
天
皇

が
踐
祚
し
た
と
き
に
、
白
河
院
に
よ
り
外
威
関
係
の
な
い
摂
政
忠
実
が
裁
定
さ

れ
、
院
の
力
が
増
大
し
た
。
ま
た
、
若
い
摂
関
家
後
継
者
忠
実
で
は
、
朝
廷
で

諸
々
の
難
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
、
白
河
院
に
よ
る
政
治
的

決
裁
が
行
わ
れ
、
そ
の
時
か
ら
院
政
は
開
始
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
後
三
条
天

皇
期
に
は
確
か
に
母
方
の
ミ
ウ
チ
政
治
で
は
な
く
な
っ
た
が
、
道
長
・
頼
通
時

代
に
強
固
に
築
か
れ
た
公
卿
集
団
（
政
界
中
枢
）
も
経
済
的
基
盤
も
人
的
資
源

も
摂
関
家
に
牛
耳
ら
れ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
道
長
か
ら
頼
通
へ
と
築

か
れ
た
長
年
に
わ
た
る
体
制
を
、
関
白
教
通
時
代
に
簡
単
に
突
き
崩
す
こ
と
は

で
き
ず
、
摂
関
家
を
無
視
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
政
治
を
執
り
行
え
る
状
況
下
で
は

な
い
と
さ
れ
て
い
る（18
）。

跋
文
め
い
た
文
章
は
、
後
世
の
享
受
の
段
階
で
付
さ
れ
た
か
と
思
う
。
た
と

え
ば
、
後
三
条
天
皇
の
東
宮
時
代
に
、
不
仲
で
あ
っ
た
関
白
賴
通
が
「
壺
切
の

太
刀
」
を
手
渡
さ
な
か
っ
た
と
い
う
『
江
談
抄
』
の
逸
話
が
あ
る
。
し
か
し
そ

れ
と
て
も
、
そ
の
事
実
は
な
く
誤
解
で
あ
る
と
い
う（19
）。
続
編
の
認
識
と
異
な

る
と
中
村
氏
が
指
摘
さ
れ
た
後
三
条
天
皇
「
聖
帝
観
」
な
ど
も
、
大
江
匡
房
、

『
続
本
朝
往
生
伝
』（
成
立
は
康
和
年
間
〈
一
〇
九
九
～
一
一
〇
三
〉。
こ
の
期
は
堀
河
天
皇

親
政
時
代
）
に
見
ら
れ
る
と
さ
れ
、
匡
房
の
願
文
が
、『
古
事
談
』
の
編
纂
方
針

に
影
響
を
与
え
た
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
後
世
の
捉
え

方
で
あ
る
点
に
留
意
し
た
い
。
ま
た
、
和
田
律
子
氏
も
、
前
掲
注
14
論
文
で
、

後
三
条
天
皇
時
代
が
後
世
に
な
っ
て
、
た
と
え
ば
『
愚
管
抄
』
で
「
大
き
な
変

わ
り
目
」
と
意
識
し
、
大
津
透
氏
の
「
結
果
的
に
そ
う
な
っ
た
が
な
に
か
摂
関

家
を
抑
圧
し
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
」（『
日
本
の
歴
史
６
』
講
談
社
、二
〇
〇
一
年
）

と
い
う
見
解
を
紹
介
し
て
い
る
。
後
世
の
『
続
本
朝
往
生
伝
』
で
後
三
条
天
皇

の
聖
化
が
世
に
ゆ
き
わ
た
っ
た
と
記
す
も
、
男
性
の
捉
え
方
で
あ
る
。
師
実
時

代
の
た
だ
中
に
、そ
の
近
く
で
生
き
た
女
性
で
あ
る
続
編
作
者
と
は
異
な
っ
て
、

そ
の
後
の
歴
史
を
み
て
の
言
説
か
と
思
わ
れ
る
。

巻
三
七
の
い
わ
ゆ
る
跋
文
が
無
い
と
い
う
学
習
院
本
の
本
文
の
あ
り
方
が
本

来
的
で
あ
り
、
や
は
り
後
世
の
注
記
が
本
文
化
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。

さ
ら
に
、
も
う
一
言
。
Ｃ
「
そ
の
ほ
ど
の
御
事
ど
も
、
書
き
に
く
う
わ
づ
ら

は
し
く
て
、
え
つ
く
ら
ざ
り
け
る
な
め
り
と
ぞ
、
人
申
し
し
」
と
あ
る
。
桜
井

宏
徳
氏
は
、
二
〇
一
四
年
十
月
の
中
古
学
会
大
会
に
お
い
て
、『
栄
花
』
は
、

日
記
文
学
同
様
に
「
書
く
」「
記
す
」
と
い
う
立
場
に
立
つ
、
作
り
物
語
が
書

か
れ
る
こ
と
を
「
つ
く
る
」
と
表
現
す
る
の
と
異
な
る
趣
と
言
及
さ
れ
た
（「『
栄

花
物
語
』
に
お
け
る
「
書
く
」
こ
と
」）。
そ
の
中
で
、
右
の
「
つ
く
る
」
と
い
う
例

に
触
れ
た
。
私
は
、
続
編
が
『
源
氏
物
語
』
の
影
響
を
強
く
受
け
、
頼
通
時
代

の
作
り
物
語
隆
盛
期
を
経
て
い
た
と
し
て
も
、
跋
文
は
後
世
の
付
加
と
見
な
す

こ
と
が
、
一
箇
所
の
み
の
「
つ
く
る
」
の
説
明
が
容
易
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
桜
井
氏
の
活
字
化
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

四
、
学
習
院
本
か
ら
推
量
さ
れ
る
『
栄
花
』
続
編
に
お
け
る
本
文

　
　
　
　
脱
落
の
状
況

『
栄
花
』
続
編
に
は
、学
習
院
本
を
介
在
し
て
み
る
と
、欠
文
が
か
な
り
の
箇
所
、

か
な
り
の
範
囲
に
及
ん
で
い
て
、
従
来
の
読
み
に
訂
正
を
迫
る
ほ
ど
で
あ
る
。

巻
三
九
「
布
引
の
滝
」
に
は
、
梅
沢
本
で
は
和
歌
を
欠
い
た
空
白
が
そ
の
ま

ま
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
一
箇
所
の
み
見
え
る
が
、
学
習
院
本
は
そ
の
他
に
も

何
箇
所
か
に
及
ぶ
。
な
お
、
学
習
院
本
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
巻
に

は
校
訂
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
梅
沢
本
か
ら
ま
ず
引
用
し
、
次
に
学
習
院
本
を
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並
べ
て
見
て
み
よ
う
。
教
通
薨
去
後
関
白
と
な
っ
た
師
実
で
あ
る
が
、
彼
の
嫡

男
師
通
が
初
登
場
す
る
場
面
に
空
白
部
は
見
え
る
。

　

⑥
梅
沢
本

左
大
殿
ゝ
御
あ
り
さ
ま
い
と
め
で
た
し
。
こ
の
御
は
ら
の
わ
か
ぎ
み
は
、

ひ
と
ゝ
せ
御
元
服
せ
さ
せ
給
て
、
中
将
に
て
お
は
し
ま
す
、
春
日
の
つ

か
ひ
に
た
ゝ
せ
給
。
む
か
し
宇
治
殿
ゝ
少
将
に
て
つ
か
ひ
せ
さ
せ
給
に
、

入
道
殿
ゝ
心
づ
か
ひ
を
と
よ
ま
せ
給
へ
る
、
思
い
で
ら
れ
て
あ
は
れ
な

り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
八
二
頁

　
　

学
習
院
本

さ
大
し
ん
殿
ゝ
御
あ
り
さ
ま
い
と
め
で
た
し
。
こ
の
御
は
ら
の
わ
か
ぎ

み
、
一
と
せ
御
げ
ん
ぶ
く
せ
さ
せ
給
て
、
中
将
に
て
を
は
し
ま
す
。
か

す
が
の
つ
か
ひ
た
ゝ
せ
た
ま
ひ
て
の
よ
、
と
の
、
□
□
□
□
□
□
（
白

ノ
マ
マ
行
終
エ
ル
）

（
二
行
ノ
空
白
ア
リ
）

む
か
し
心
づ
か
ひ
を
と
、
う
ぢ
殿
ゝ
少
将
に
て
つ
か
ひ
せ
さ
せ
給
ふ
に
、

入
だ
う
殿
ゝ
よ
ま
せ
給
へ
る
、
思
ひ
い
で
ら
れ
て
あ
は
れ
な
り
。

梅
沢
本
で
は
読
み
す
ご
し
て
来
た
が
、
学
習
院
本
を
目
に
す
る
と
、
こ
こ
に
は

や
は
り
、
空
白
部
に
「
と
の
」（
師
実
）
の
歌
が
あ
っ
た
方
が
理
解
し
や
す
い
。

歌
を
介
し
て
こ
そ
、
春
日
祭
で
の
、
師
実
・
師
通
と
道
長
・
頼
通
と
い
う
二
組

の
親
子
が
対
比
で
き
る
。

　

正
編
の
巻
八
「
初
花
」
巻
頭
に
は
、
頼
通
が
十
二
歳
で
元
服
し
た
こ
と
、
少

将
に
な
っ
て
、
春
日
の
使
に
立
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
供
人
や
道
長
の

見
物
の
こ
と
な
ど
に
も
触
れ
て
い
た
。
雪
の
翌
日
、
道
長
の
我
が
子
を
気
遣
う

歌
を
詠
み
、
公
任
の
返
歌
、
贈
答
歌
を
聞
い
た
花
山
院
の
歌
と
い
う
三
首
が
見

え
た（20
）。
続
編
で
も
、
簡
単
で
は
あ
る
が
⑥
で
、
師
通
の
元
服
、
近
衛
の
中
将

に
な
り
、
春
日
祭
使
を
つ
と
め
て
と
い
う
、
初
花
巻
の
頼
通
と
同
じ
パ
タ
ー
ン

の
記
述
が
あ
る
。

　
『
栄
花
』
続
編
で
、
祭
の
使
に
触
れ
る
の
は
、
通
房
、
師
実
―
師
通
―
忠
実

と
い
う
い
わ
ゆ
る
頼
通
の
直
系
の
嫡
子
た
る
人
物
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

描
く
こ
と
を
精
選
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で（21
）、
こ
こ
に
は
道
長
―
頼
通
、

師
実
―
師
通
と
比
較
し
た
意
図
か
ら
見
て
、「
思
ひ
出
で
ら
れ
て
あ
は
れ
な
り
」

と
い
う
感
想
が
生
じ
る
だ
け
の
、「
殿
」
師
実
の
詠
歌
場
面
を
記
す
散
文
と
和

歌
と
が
、
つ
ま
り
「
初
花
」
巻
に
似
た
事
柄
が
学
習
院
本
の
空
白
部
に
は
在
っ

た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
師
実
に
は
承
空
本
『
京
極
大
殿
御
集
』（『
新
編

私
家
集
大
成
』
師
実
Ⅱ
。
底
本
は
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
）
が
現
存
し
、
高
陽
院
七
番
歌

合
が
有
名
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、若
い
時
分
か
ら
歌
会
を
催
し
て
い
る
こ
と
が
、

『
類
題
抄
』『
範
永
集
』
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る（22
）。
和
歌
を
得
意
と
し
て
い
る
だ

け
に
、
空
白
部
に
は
和
歌
が
あ
る
の
が
自
然
な
場
面
で
あ
る
。

　

な
お
、
歴
史
的
に
見
る
と
、
初
花
巻
に
見
え
た
頼
通
の
例
・
故
実
が
、
そ
の

後
の
摂
関
家
嫡
子
た
ち
が
春
日
祭
使
と
な
る
際
に
必
ず
先
例
と
し
て
引
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る（23
）。　

梅
沢
本
で
は
空
白
部
を
置
か
ず
本
文
が
続
い
て
い
る
が
、
学
習
院
本
に
は
空

白
部
が
あ
る
例
が
、
巻
三
九
に
は
他
に
も
見
え
る
。
師
通
が
、
参
議
で
大
将
を

兼
ね
た
と
い
う
記
事
か
ら
続
く
場
面
で
あ
る
。
梅
沢
本
・
学
習
院
本
の
順
に
示

す
。

　

⑦
梅
沢
本

大
将
に
は
殿
ゝ
三
位
中
将
宰
相
に
な
ら
せ
給
て
、
大
将
か
け
さ
せ
給
つ
。

宰
相
の
大
将
と
き
こ
え
さ
す
る
、
い
と
め
で
た
く
い
ま
め
か
し
。
殿
こ
そ

は
中
納
言
中
将
に
て
お
は
し
ま
し
ゝ
か
。
四
月
に
よ
ろ
づ
の
事
は
じ
ま

り
、
あ
る
べ
き
事
ど
も
、
殿
に
て
せ
さ
せ
給
ふ
。
大
将
殿
ゝ
う
へ
も
わ
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た
ら
せ
給
へ
り
。
い
と
う
つ
く
し
き
御
あ
は
ひ
な
り
。
こ
と
し
ぞ
大
将

殿
十
六
に
な
ら
せ
給
へ
ど
、
い
と
お
ほ
き
や
か
に
う
つ
く
し
う
あ
い
ぎ

や
う
づ
き
め
で
た
く
お
は
し
ま
す
。
／
行
幸
は
、
こ
の
御
時
に
は
、
と

し
ご
と
に
み
あ
れ
の
日
せ
さ
せ
給
。
は
じ
め
た
り
し
年
、
資
綱
の
中
将

□
□
□
…
…
（
空
白
デ
行
ヲ
終
エ
ル
）

　
　
（
二
行
分
空
白
。
注
釈
書
等
ニ
歌
ガ
ア
ッ
タ
ト
サ
レ
テ
イ
ル
）

　
　

と
よ
み
給
へ
り
き
。
関
白
殿
ゝ
御
賀
茂
詣
に
、
…
…

四
九
一
頁

　
　

学
習
院
本

大
将
に
は
殿
ゝ
三
ゐ
中
将
さ
い
し
や
う
に
な
ら
せ
給
て
、
大
将
か
け
さ
せ

給
つ
。
さ
い
し
や
う
の
大
将
と
き
こ
ゑ
さ
す
る
、
い
と
め
づ
ら
し
う
い

ま
め
か
し
。
と
こ
そ
は
中
な
こ
ん
の
中
将
に
て
を
は
し
ま
し
ゝ
か
。
四

月
（
□
□
…
…
空
白
ノ
マ
マ
行
終
ル
）

よ
ろ
づ
の
事
は
じ
ま
り
、
あ
る
べ
き
事
ど
も
、
殿
に
て
せ
さ
せ
給
ふ
。

大
将
殿
ゝ
う
へ
わ
た
ら
せ
給
へ
り
。
い
と
う
つ
く
し
き
御
あ
は
ひ
な
り
。

こ
と
し
ぞ
大
将
殿
十
六
に
な
ら
せ
給
へ
ど
、
い
と
お
ほ
き
や
か
に
う
つ

く
し
う
あ
い
ぎ
や
う
づ
き
め
で
た
う
を
は
し
ま
す
。（
□
□
…
…
空
白
デ

行
終
エ
ル
）

／
ぎ
や
う
こ
う
は
、
こ
の
御
時
は
、
と
し
ご
と
に
み
あ
れ
の
ひ
せ
さ
せ

給
ふ
。
は
じ
め
た
り
し
と
し
、
す
け
つ
な
の
中
将
□
□
（
空
白
デ
行
ヲ

終
エ
ル
）
…
…

　
　
（
二
行
分
空
白
）

と
よ
み
給
へ
り
き
。
く
わ
ん
ぱ
く
殿
ゝ
御
か
も
ま
う
で
、
…
…

梅
沢
本
に
は
、「
／
」前
に
空
白
部
は
な
く
、続
け
て
文
章
化
さ
れ
て
い
る
。「
／
」

後
の
空
白
部
は
両
本
同
じ
よ
う
に
あ
る
。

　

理
解
し
や
す
い
た
め
に
、
学
習
院
本
の
空
白
ご
と
に
記
事
を
分
断
し
、
記
さ

れ
た
も
の
を
ア
～
エ
と
し
て
、
続
く
関
白
賀
茂
詣
ま
で
、
学
習
院
本
で
校
訂
本

文
を
作
っ
て
見
て
い
き
た
い
。

ア
大
将
に
は
、
殿
の
三
位
中
将
宰
相
に
な
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
大
将
か
け
さ
せ

た
ま
ひ
つ
。
宰
相
の
大
将
と
聞
こ
え
さ
す
る
、
い
と
め
づ
ら
し
う
今
め

か
し
。
殿
（「
の
」
ナ
シ
。
梅
沢
本
ニ
ヨ
リ
校
訂
）
こ
そ
は
、
中
納
言
中
将
に

て
お
は
し
ま
し
し
か
。
四
月
□
□
…
…

イ
よ
ろ
づ
の
こ
と
始
ま
り
、
あ
る
べ
き
こ
と
ど
も
殿
に
て
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。

大
将
殿
の
上
渡
ら
せ
た
ま
へ
り
。
い
と
う
つ
く
し
き
御
あ
は
ひ
な
り
。
今

年
ぞ
大
将
殿
十
六
に
な
ら
せ
た
ま
へ
ど
、
い
と
大
き
や
か
に
う
つ
く
し

う
愛
敬
づ
き
め
で
た
う
お
は
し
ま
す
。
□
□
…
…

ウ
行
幸
は
こ
の
御
時
は
、
年
ご
と
に
み
あ
れ
の
日
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。
は
じ
め

た
り
し
年
、
資
綱
の
中
将
□
□
…
…

エ
と
詠
み
た
ま
へ
り
き
。
関
白
殿
の
御
賀
茂
詣
、
例
の
世
に
（「
に
」
ハ
梅
沢

本
デ
補
ウ
）
あ
り
と
あ
る
人
御
前
し
、
上
達
部
、
殿
上
人
参
で
た
ま
ふ
に
、

殿
は
、
い
と
重
り
か
に
め
で
た
き
御
有
様
な
り
。
中
納
言
、
宰
相
な
ど

渡
り
た
ま
う
て
、
末
つ
方
に
、
宰
相
に
て
大
将
殿
、
随
身
番
ひ
（
梅
沢
本

「
つ
が
は
せ
給
」）、御
前
し
て
（「
し
て
」
ナ
シ
。
梅
沢
本
デ
補
ウ
」）
お
は
し
ま
す
、

い
と
め
で
た
し
。
い
と
ふ
く
ら
か
に
愛
敬
づ
き
、
匂
ひ
や
か
な
る
御
有

様
に
て
お
は
し
ま
す
。

　

続
編
は
史
実
に
忠
実
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
で
、
ア
か
ら
エ
ま
で
記
録
類
で

再
現
さ
せ
て
見
る
と
、
こ
れ
ら
は
承
保
四
（
一
〇
七
七
）
年
四
月
の
こ
と
を
記

し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

ま
ず
、
ア
で
は
、「
殿
」（
師
実
）
子
息
の
「
三
位
中
将
」（
師
通
。
当
時
十
六
歳
）

が
参
議
と
な
り
（
承
保
四
年
三
月
二
十
七
日
の
こ
と
）、
続
い
て
「
大
将
」
を
兼
任

し
た
こ
と
を
い
う
。
任
左
大
将
は
同
年
の
四
月
九
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。「
殿
」
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師
実
が
、「
中
納
言
」
の
身
分
で
「
中
将
」
を
や
め
ず
兼
任
し
て
い
た
こ
と
と
、

師
通
が
「
宰
相
」
で
「
大
将
」
職
を
兼
ね
た
こ
と
を
、
と
も
に
特
筆
し
た
。
師

通
の
例
が
珍
し
く
、「
今
め
か
し
」
当
世
風
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
続
い
て
、

梅
沢
本
に
は
、「
四
月
に
よ
ろ
づ
の
こ
と
始
ま
り
、
…
…
」
と
繋
い
で
あ
る
が
、

学
習
院
を
参
照
す
る
と
、「
四
月
」
の
後
に
脱
落
が
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
。

　

欠
文
の
あ
と
に
、
イ
「
よ
ろ
づ
の
こ
と
始
ま
り
」「
あ
る
べ
き
こ
と
ど
も
」

が
父
師
実
邸
で
お
こ
な
わ
れ
た
と
見
え
る
。
何
が
な
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る

が
、
少
な
く
と
も
、
ど
う
し
て
師
通
室
が
師
実
邸
に
渡
御
し
た
の
か
が
わ
か
る

事
情
が
記
さ
れ
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。
私
は
、
エ
の
記
事
に
師
実
の
関
白
賀

茂
詣
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
て
、
師
通
が
宰
相
大
将
と
し
て
父
の
前
駆
を
つ
と

め
た
と
あ
る
の
で
、
任
大
将
に
と
も
な
う
「
饗
」
と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
も
の

と
推
量
す
る
。

　
『
江
家
次
第
』に
は
巻
二
〇
に「
大
将
饗
」を
置
い
て
、「
承
保
四
年
四
月
九
日
」

と
し
て
、
師
通
「
大
将
」
の
饗
に
つ
い
て
記
し
て
い
る（24
）。『
公
卿
補
任
』
に
よ

る
任
大
将
の
日
で
あ
る
。
任
大
将
の
と
き
も
、
大
臣
大
饗
同
様
に
、
除
目
の
日

に
参
内
、
奏
慶
な
ど
を
終
え
て
（
次
将
以
下
を
ひ
き
つ
れ
）
里
邸
に
退
出
、「
大
将

饗
」が
行
わ
れ
て
い
る
。
部
下
を
接
待
し
饗
応
す
る
も
の
で
あ
る
。『
江
家
次
第
』

の
座
の
し
つ
ら
え
を
見
る
と
、
近
衛
次
将
以
下
、
将
監
、
将
曹
、
府
生
、
番
長
、

近
衛
な
ど
が
参
集
、
さ
ら
に
公
卿
や
殿
上
人
の
席
も
設
け
て
あ
る
。
五
献
ま
で

あ
っ
て
、
禄
の
事
も
行
わ
れ
る
。

四
月
九
日
の
師
通
の
場
合
、
大
将
・
中
少
将
な
ど
が
退
い
た
後
に
、
関
白
師

実
が
着
座
、
公
卿
に
酒
を
勧
め
、
公
卿
に
禄
を
賜
っ
て
い
る
。
引
出
物
馬
二
匹

は
、
民
部
卿
俊
家
（
師
通
室
全
子
の
父
）・
大
納
言
忠
家
と
記
す
。
な
お
、
忠
実

の
任
左
大
将
の
「
饗
」
を
参
照
す
る
と
、
よ
そ
か
ら
女
性
た
ち
が
渡
っ
て
い
る

（『
中
石
記
』
寛
治
八
年
三
月
二
十
八
日
条
）。

さ
ら
に
、
学
習
院
本
に
は
空
白
部
が
あ
り
、
ウ
白
河
天
皇
の
「
行
幸
」
が
突

然
語
り
始
め
ら
れ
る
。
イ
ウ
の
間
に
当
初
は
文
章
が
あ
っ
て
、
も
ち
ろ
ん
前
後

の
つ
な
が
り
が
理
解
で
き
た
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
新
編
全
集
の
頭
注
に

も
あ
る
よ
う
に
、「
賀
茂
行
幸
」
で
あ
ろ
う
。「
み
あ
れ
の
日
」
に
行
わ
れ
た
と

い
う
の
は
、
次
の
『
扶
桑
略
記
』
承
保
三
年
の
記
事
に
よ
り
確
認
で
き
る
。

三
月
四
日
。
重
行
二
幸
石
清
水
宮
一
。
此
日
。
雨
下
。
及
二
暁
更
一
車
駕
還
宮
。

四
月
廿
三
日
戊
申
。行
幸
二
賀
茂
社
一
。已
上
二
箇
行
幸
。依
二
別
御
願
一
也
。

毎
年
春
三
月
。
為
二
石
清
水
行
幸
之
期
一
。
又
毎
年
四
月
中
申
日
。
為
二
賀

茂
行
幸
式
日
一
。

白
河
天
皇
の
特
別
な
御
願
に
よ
っ
て
、
石
清
水
宮
と
賀
茂
と
に
そ
れ
ぞ
れ
三
月

と
四
月
中
申
日
（
賀
茂
祭
の
前
日
）
に
行
幸
を
行
う
よ
う
に
し
た
と
い
う
。
承
保

四
年
の
石
清
水
行
幸
は
見
え
る
が
（『
扶
桑
略
記
』
三
月
九
日
）、
賀
茂
行
幸
は
残

念
な
が
ら
記
録
に
見
え
な
い
。「
四
月
中
申
日
」
は
十
七
日
に
あ
た
り（25
）、
続
編

に
触
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
年
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
末
松
剛
氏
は
、「
摂
関
賀
茂
詣
の
成
立
と
展
開
」（26
）
に
お
い
て
、

九
十
七
年
間
に
わ
た
る
賀
茂
詣
に
つ
い
て
諸
文
献
か
ら
調
査
さ
れ
、「
摂
関
賀

茂
詣
」
成
立
の
判
断
基
準
を
、
①
賀
茂
祭
の
前
日
に
固
定
化
さ
れ
る
こ
と
、
②

大
臣
参
詣
と
い
う
慣
例
か
ら
摂
関
の
賀
茂
詣
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
、
の
二
点
に

お
か
れ
た
。
本
論
と
の
関
係
に
絞
っ
て
紹
介
す
る
と
、
摂
関
賀
茂
詣
と
し
て
の

定
着
は
、
道
長
が
若
い
内
大
臣
頼
通
に
摂
政
職
を
譲
っ
た
寛
仁
元
（
一
〇
一
七
）

年
の
父
子
参
詣
か
ら
始
ま
る
と
い
う
。「
大
殿
」
道
長
の
政
治
力
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
大、

臣、

賀
茂
詣
か
ら
、
摂、

政、

内
大
臣
に
よ
る
頼
通
賀
茂
詣
の
盛
儀
化
が

は
か
ら
れ
、「
大
臣
儀
」
か
ら
「
摂
関
儀
」
へ
と
体
裁
を
変
質
さ
せ
た
と
い
う
。

後
継
者
の
政
治
的
立
場
の
確
立
を
企
図
し
た
道
長
の
政
略
の
一
環
と
も
指
摘
さ

れ
た
。
頼
通
儀
を
大
切
に
踏
襲
し
た
と
さ
れ
る
師
実
も
当
然
行
っ
て
い
た
で
あ
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ろ
う
。

頼
通
期
に
確
立
し
た
摂
関
賀
茂
詣
で
あ
る
が
、
教
通
の
例
は
『
江
談
抄
』
以

外
に
記
録
に
見
え
ず
、
師
実
時
代
に
は
、
記
録
の
少
な
い
時
期
に
相
当
す
る
の

で
、
末
松
氏
の
整
理
さ
れ
た
年
表
に
は
、
白
河
天
皇
時
代
の
師
実
例
は
、
承
暦

四
（
一
〇
八
〇
）
年
四
月
八
日
に
見
え
る
（『
水
左
記
』）
の
み
。
し
か
し
、
続
編

の
空
白
部
に
想
定
さ
れ
る
の
は
、
続
く
の
が
摂
関
賀
茂
詣
な
の
で
、「
み
あ
れ
」

の
日
が
慣
例
と
な
っ
た
と
い
う
白
河
天
皇
の
「
賀
茂
行
幸
」
と
、
そ
の
後
に
行

わ
れ
た
で
あ
ろ
う
関
白
師
実
の
「
摂
関
賀
茂
詣
」
と
い
う
華
や
か
な
記
事
が
相

並
ん
で
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。
師
通
は
、
大
将
と
し
て
も
ち
ろ
ん
行
幸
に
供
奉

し
、
両
記
事
と
も
に
そ
の
姿
に
触
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
師
通
は

ア
か
ら
エ
ま
で
の
記
事
に
す
べ
て
登
場
し
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い
。

　

と
こ
ろ
で
、白
河
天
皇
の
特
別
な
「
御
願
」
と
は
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

末
松
論
文
に
よ
る
と
、
摂
関
賀
茂
詣
の
式
日
で
あ
る
申
日
に
行
わ
れ
て
い
た
白

河
天
皇
の
賀
茂
行
幸
は
、堀
河
天
皇
が
踐
祚
し
た
後
は
無
く
な
る
と
指
摘
す
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
皇
室
関
係
の
神
社
な
の
で
、
自
分
の
子
の
帝
位
を
願
う
こ
と

と
関
係
す
る
か
。
行
幸
を
開
始
し
た
頃
と
言
え
ば
、
承
保
二
（
一
〇
七
五
）
年

九
月
関
白
教
通
が
亡
く
な
り
、翌
日
に
師
実
が
関
白
と
な
っ
て
い
た
時
期
だ
が
、

白
河
天
皇
の
「
御
願
」
と
は
、
承
保
元
年
十
二
月
二
十
六
日
に
、
師
実
養
女
中

宮
賢
子
が
敦
文
を
生
ん
だ
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
賀
茂
祭
の
前
日

が
摂
関
賀
茂
詣
の
日
と
し
て
定
着
し
て
い
た
経
緯
を
考
え
る
と
、
天
皇
と
関
白

と
の
連
携
プ
レ
ー
と
い
う
憶
測
も
成
り
立
つ
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
ウ
に
続
く
文
章
、
両
本
と
も
に
欠
文
の
見
え
る
、「
は
じ
め
た
り
し

年
、資
綱
の
中
将
□
□
…
…
」
は
、「
資
綱
」
が
「
中
将
」
と
呼
称
さ
れ
る
の
は
、

後
朱
雀
天
皇
の
長
久
四
（
一
〇
四
三
）
年
の
任
右
中
将
か
ら
後
冷
泉
天
皇
の
永

承
元
（
一
〇
四
六
）
年
に
蔵
人
頭
と
な
る
ま
で
の
期
間
で
あ
る
。
文
脈
を
生
か

せ
ば
、
あ
る
い
は
「
資
綱
の
中
（
宮
大
夫
）」（
承
保
三
年
当
時
）
で
あ
っ
た
も
の

か
。「
中
宮
」
は
白
河
天
皇
の
寵
妃
賢
子
で
あ
る
。
エ
の
前
に
あ
る
和
歌
の
内

容
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
、
巻
三
九
「
布
引
の
瀧
」
の
空
白
部
に
は
、
か
な
り
の
文
章
量
が
あ
っ

た
か
と
思
わ
れ
る
。そ
れ
も
は
や
い
時
期
で
の
欠
文
を
疑
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

巻
三
九
の
欠
失
部
を
見
る
と
、
⑥
⑦
と
も
に
、
師
通
関
係
の
記
事
が
あ
っ
た
。

続
編
で
は
師
通
は
そ
の
子
忠
実
よ
り
も
存
在
感
が
稀
薄
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
だ
が
、
脱
落
す
る
以
前
の
現
在
と
は
異
な
る
本
に
は
、
師
通
も
摂
関
家

嫡
男
と
し
て
、
印
象
的
に
描
か
れ
て
い
た
場
面
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、空
白
を
置
い
て
欠
文
を
示
す
例
は
他
の
作
品
に
も
よ
く
見
る
が
、

空
白
な
し
に
続
け
て
し
ま
う
本
よ
り
も
、
丁
寧
な
書
写
態
度
で
あ
り
、
そ
れ
が

学
習
院
本
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
意
し
て
よ
い
。

巻
四
〇
「
紫
野
」
に
も
学
習
院
本
に
は
空
白
部
が
見
え
、
や
は
り
従
来
読
み

解
け
な
か
っ
た
箇
所
に
あ
る
。
後
一
条
院
の
皇
女
章
子
は
「
二
条
院
」
と
し
て

登
場
、
後
一
条
院
の
墓
所
に
「
菩
提
樹
院
」
を
建
て
て
あ
っ
た
が
、
三
昧
堂

の
傍
に
御
堂
を
建
て
（『
帥
記
』
寛
治
二
〈
一
〇
八
八
〉
年
八
月
十
七
日
に
供
養
と
あ
る
）、

御
八
講
・
五
十
講
を
な
ど
行
っ
た
こ
と
を
記
し
、

　

⑧
梅
沢
本

御
堂
に
は
故
院
の
御
え
い
を
か
き
た
て
ま
つ
り
た
り
。
に
さ
せ
給
は
ね

ど
、
御
な
を
し
す
が
た
に
て
御
脇
足
に
お
し
か
ゝ
り
て
お
は
し
ま
す
、
い

と
あ
は
れ
な
り
。
御
女
と
て
、女
御
殿
ゝ
人
の
腹
な
り
け
る
中
納
言
殿
ゝ
、

い
か
に
し
て
う
つ
し
と
め
け
ん
く
も
ゐ
に
て
あ
か
ず
か
く
れ
し
月

の
ひ
か
り
を

　
　
　
　
　
　

う
ば
ぎ
み
（
和
歌
ヨ
リ
文
頭
二
字
ホ
ド
下
ゲ
テ
記
ス
）、

く
も
ゐ
に
て
す
み
け
ん
世
を
ば
し
ら
ね
ど
も
あ
は
れ
と
ま
れ
る
月
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の
か
げ
か
な

御
前
わ
た
ら
せ
給
て
み
た
て
ま
つ
ら
せ
給
。
お
さ
な
く
お
は
し
ま
し
ゝ

ほ
ど
に
て
、
た
し
か
に
も
お
ぼ
え
た
て
ま
つ
ら
せ
給
は
ぬ
に
、
…
…

五
二
四
頁

　
　

学
習
院
本

御
だ
う
に
は
こ
ゐ
ん
の
御
か
た
を
か
き
た
て
ま
つ
り
た
り
。
に
さ
せ
た

ま
は
ね
ど
、
御
な
を
し
す
が
た
に
て
御
け
う
そ
く
に
を
し
か
ゝ
り
て
を

は
し
ま
す
、
い
と
あ
は
れ
な
り
。
□
□
□
□
□
御
女
と
て
、
女
御
殿
ゝ

御
か
た
は
ら
な
り
け
る
中
な
ご
ん
の
き
み
の
、

い
か
に
し
て
う
つ
し
と
め
け
ん
く
も
ゐ
に
て
あ
か
ず
わ
か
れ
し
月

の
ひ
か
り
を

く
も
ゐ
に
て
す
み
け
ん
よ
を
ば
し
ら
ね
ど
も
あ
は
れ
と
ま
れ
る
月

の
か
げ
か
な

う
へ
わ
た
ら
せ
給
て
見
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ふ
。
を
さ
な
く
お
は
し
ま
し
ゝ

ほ
ど
に
て
、
た
し
か
に
も
お
ぼ
え
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
は
ぬ
に
、
…
…

と
、
そ
れ
ぞ
れ
続
く
。
幼
い
ほ
ど
に
死
別
し
確
か
な
記
憶
も
な
い
二
条
院
章
子

は
、「
御
絵か
た
に
て
も
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
、
い
み
じ
う
あ
は
れ
に
お
ぼ
し

め
さ
る
」
と
、
妹
（
馨
子
内
親
王
）
よ
り
も
恋
し
が
っ
た
と
続
け
、
長
年
の
内

裏
住
み
を
ひ
き
か
え
、
尼
と
な
り
霞
む
空
を
眺
め
る
山
里
住
ま
い
を
記
し
て
い

る
。
続
編
巻
三
一
に
着
袴
の
時
か
ら
場
面
性
を
も
っ
て
描
か
れ
、
後
一
条
天
皇

～
後
冷
泉
天
皇
時
代
を
ほ
ぼ
宮
中
に
生
き
た
章
子
内
親
王
に
関
す
る
続
編
最
後

の
記
事
で
あ
る
。

　

こ
の
場
面
を
、
学
習
院
本
の
空
白
四
・
五
字
分
を
斟
酌
す
る
と
、
和
歌
の
詠

者
の
問
題
が
よ
り
複
雑
と
な
る
。
梅
沢
本
で
は
、
後
一
条
院
の
「
御
女
」
が
女

御
に
仕
え
る
女
房
腹
の
「
中
納
言
」（27
）
と
い
う
文
脈
に
な
り
、「
い
か
に
し
て
」

の
歌
を
詠
む
こ
と
に
な
る
。
後
一
条
院
後
宮
に
は
中
宮
威
子
の
み
で
、「
女
御
」

も
い
な
い
の
に
不
審
で
あ
っ
た
。
学
習
院
本
で
は
、
空
白
部
に
お
い
て
文
章
は

断
絶
す
る
。
そ
れ
で
も
、
綺
麗
に
解
け
る
文
章
で
は
な
い
け
れ
ど
、
何
か
本
文

的
に
混
乱
が
あ
っ
て
伝
わ
っ
た
ら
し
い
こ
と
だ
け
は
わ
か
る
。

　

実
は
、「
い
か
に
し
て
」
の
歌
は
、『
後
拾
遺
集
』
哀
傷
に
は
次
の
よ
う
に
、

菩
提
樹
院
に
後
一
条
院
の
御
影
を
か
き
た
る
を
み
て
、
み
な
れ
ま

う
し
け
る
こ
と
な
ど
お
も
ひ
い
で
て
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
羽
弁

い
か
に
し
て
う
つ
し
と
め
け
む
く
も
ゐ
に
て
あ
か
ず
わ
か
れ
し
月
の
ひ

か
り
を
（
五
九
三
）

出
羽
弁
の
歌
と
す
る
。『
今
鏡
』
す
べ
ら
ぎ
の
上
第
一
「
子
日
」
に
も
、
出
羽

の
弁
の
歌
と
し
て
、

い
か
に
し
て
う
つ
し
と
め
け
む
雲
井
に
て
あ
か
ず
か
く
れ
し
月
の
光
を

（
六
）

と
、
第
四
句
を
『
栄
花
』『
後
拾
遺
集
』
と
異
に
す
る
。

ま
た
、
梅
沢
本
・
学
習
院
本
と
も
に
、
巻
三
七
「
煙
の
後
」
に
も
空
白
部
が

あ
る
。
梅
沢
本
で
示
し
、
学
習
院
本
の
異
同
は
右
に
ル
ビ
風
に
示
す
。

⑨
そ
の
こ
ろ
、
皇
后
宮
の
う
へ
の
御
つ
ぼ
ね
の
い
づ
み
に
大お
ほ
きな
る
桜さ
く
らを
さ
ゝ

せ
給た
ま

て
人
／
＼
よ
み
け
る

（
梅
沢
本
は
一
丁
一
行
の
み
の
本
文
で
あ
と
は
空
白
。
学
習
院
本
も
一
丁

の
残
り
空
白
七
行
ほ
ど
あ
る
）

中
宮
皇
后
宮
と
さ
ぶ
ら
は
せ
給
て
、
内
わ
た
り
に
も
あ
ら
ず
せ
ば
き
に
、

…
…

四
〇
七
頁
～

右
の
よ
う
に
、
大
き
な
空
白
部
が
お
か
れ
て
い
た
の
は
、
相
当
数
の
和
歌
が
詠

ま
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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以
上
に
見
た
空
白
部
の
存
在
は
、
梅
沢
本
・
学
習
院
本
と
も
に
空
白
部
が
無

い
箇
所
に
も
、
欠
文
を
想
定
し
て
初
め
て
理
解
で
き
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
と

意
識
さ
せ
る
。

次
は
や
は
り
巻
三
七
の
例
で
あ
る
。
梅
沢
本
で
示
し
て
、
学
習
院
本
の
異
同

は
ル
ビ
風
に
付
し
た
。

⑩
関
白
殿ど
の

は
宇う

治ぢ

（「
内
」
ヲ
ミ
セ
ケ
チ
、「
宇
治
」
ニ
訂
正
）
にを

御
堂だ
う

め
で
た

くう

つ
く
ら
せ
給
て
こ
も
り
おを

は
し
ま
す
。
あ
じ
ろ
の
つ
み
に
よ
り
て
に

や
、
宇う

治ぢ

に
・は

御
八は

ん

講か
う

せ
まさ

せ

ほ給
は

しま
ほ

くし
く

お
ぼ
し
め
す
。
う
ぢ
に
て
は
れ
い

あ
し
な
ど
申
せ
ど
おを

ぼ
し
め
し
た
ち
に
け
れ
ば
せ
さ
せ
給
。
／
九
月
廿

五
日
な
り
。
捧ほ
う

物も
ち

な
ど
も
御
か
た
／に

＼・

い
み
じ
くう

せ
さ
せ
給
。
中
宮
皇

后
宮
の
ぼ
ら
せ
給
。
しさ

や・

う
ぞ
く
な・

ど・

れ
い
の
おを

ろ
か
な
ら
ん
や
は
。

…
…

四
一
四
頁

右
の
文
章
に
は
、「
／
」
以
前
の
賴
通
主
催
の
宇
治
で
の
法
華
八
講
と
、「
／
」

以
後
の
後
冷
泉
天
皇
が
内
裏
で
行
っ
た
法
華
八
講
の
記
事
が
続
い
て
い
る
。
日

付
は
ど
ち
ら
の
文
章
に
も
関
わ
り
そ
う
で
あ
る
が
、諸
注
釈
書
に
あ
る
と
お
り
、

『
扶
桑
略
記
』
治
暦
元
（
一
〇
六
五
）
年
九
月
廿
五
日
条
に
見
え
る
四
日
間
に
わ

た
る
故
後
朱
雀
天
皇
追
善
の
た
め
の
宸
筆
法
華
経
に
よ
る
八
講
で
あ
る
。
右
の

文
章
か
ら
そ
れ
を
読
み
解
く
こ
と
は
不
可
能
で
、
こ
れ
も
何
ら
か
の
脱
文
あ
り

と
し
て
読
ん
だ
ほ
う
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
学
習
院
本
で
は
脱
落
箇
所
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
巻
三
七
、

巻
三
九
、
巻
四
〇
に
偏
っ
て
い
て
、
他
に
も
空
白
が
置
か
れ
る
。
梅
沢
本
で
い

う
と
、
第
五
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
の
範
囲
は
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

が
、
梅
沢
本
・
学
習
院
本
と
分
か
れ
る
以
前
の
、
か
な
り
古
い
段
階
で
、
こ
れ

ら
の
巻
に
は
脱
落
が
起
き
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　

続
編
の
こ
れ
ら
の
脱
落
箇
所
を
ど
の
程
度
の
範
囲
と
考
え
て
い
く
か
に
よ
っ

て
、
続
編
の
姿
も
大
き
く
変
貌
し
て
し
ま
う
。
今
後
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
い

か
ね
ば
な
る
ま
い
。

五
　
巻
名
に
波
及
す
る
本
文
異
同

続
編
の
巻
名
は
、
梅
沢
本
他
と
学
習
院
と
で
大
き
な
異
同
が
見
え
る
。
す
で

に
中
村
成
里
氏
が
注
５
Ａ
論
文
で
、
正
編
続
編
の
異
同
の
あ
る
巻
に
つ
い
て
言

及
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
に
巻
名
の
付
け
方
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
巻
名
に
つ
い
て
は
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
論
じ
る
清
水
婦
久
子
氏
論

考（28
）が
あ
る
よ
う
に
、
正
面
か
ら
向
き
合
う
べ
き
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

続
編
の
巻
の
括
り
は
、
梅
沢
本
は
、
巻
三
一
～
三
三
、
巻
三
四
～
三
六
、
巻

三
七
～
四
〇
の
三
冊
に
分
か
れ
る
。
学
習
院
本
は
、
巻
三
一
～
三
三
、
巻
三
四

～
三
七
、
巻
三
八
～
四
〇
の
三
冊
か
ら
な
る
。
そ
れ
ら
を
次
頁
表
の
よ
う
に
整

理
し
た
。

中
村
氏
注
5
Ａ
論
文
で
指
摘
す
る
と
お
り
、
巻
名
は
梅
沢
本
と
学
習
院
本
と

で
は
だ
い
ぶ
異
な
る
。

　

梅
沢
本
に
は
外
題
と
見
返
し
で
は
、作
品
名「
世
継
」「
栄
花
物
語
」と
異
な
る
。

ま
た
、
外
題
に
巻
名
は
な
く
、
第
三
冊
目
は
巻
名
す
ら
も
誤
っ
て
い
て
貼
紙
に

よ
る
推
定
が
残
る
。い
つ
の
時
点
で
か
書
物
に
損
傷
が
起
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
西
本
願
寺
本
や
古
本
系
統
第
二
種
と
言
わ
れ
る
陽
明
文
庫
本
で
は
、
巻

名
は
巻
三
八
「
松
の
下
枝
」
巻
三
九
「
ぬ
の
び
き
の
瀧
」
巻
四
〇
「
紫
野
」
と

な
る
。

続
編
に
は
そ
も
そ
も
巻
名
が
な
か
っ
た
か
と
疑
問
視
す
る
向
き
も
あ
る
。『
狭

衣
物
語
』『
浜
松
中
納
言
物
語
』『
寝
覚
』
な
ど
の
よ
う
に
確
か
に
巻
名
の
な
い

物
語
は
同
時
代
に
見
え
る
。
け
れ
ど
も
、『
う
つ
ほ
物
語
』『
源
氏
物
語
』『
栄
花
』
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の
よ
う
な
長
編
が
一
気
に
書
け
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
年
月
も
登
場
人
物
も
多

い
物
語
に
は
、
巻
名
が
付
い
た
方
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
、
読
者
の
共
通
理
解

も
得
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
巻
の
名
を
前
に
し
て
巻
番
号
を
付
す
か
た
ち
の
学
習
院
本
外
題
と
、

巻
番
号
に
巻
の
名
を
添
え
る
梅
沢
本
と
は
、
ど
ち
ら
が
本
来
的
な
の
か
を
考
え

る
と
、『
源
氏
物
語
』
を
例
に
し
て
も
、
前
者
と
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
か
。

巻
名
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
、
今
の
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。
た

だ
問
題
点
の
み
を
以
下
に
整
理
し
て
後
考
に
俟
つ
こ
と
に
し
た
い
。

学
習
院
本
で
は
、
巻
名
と
し
て
巻
頭
に
二
つ
記
さ
れ
る
場
合
、
一
つ
は
梅
沢

本
等
に
一
致
す
る
。
そ
の
よ
う
な
巻
名
の
本
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

巻
三
四
の
問
題
点
。
梅
沢
本
は
巻
名
「
晩
待
星
」（
く
れ
ま
つ
ほ
し
）、
学
習
院

本
は
「
秋
の
あ
は
れ
」
と
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
巻
名
は
そ
れ
ぞ
れ
和
歌
の
表
現

に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、「
く
れ
ま
つ
星
」
は
学
習
院
本
に
あ
る
が
、
巻
名
を

持
つ
梅
沢
本
に
そ
の
表
現
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
相
当
箇
所
を
梅
沢
本
・
学
習

院
本
と
も
に
引
用
す
る
。

　

内
容
的
に
は
、
七
月
七
日
、
後
朱
雀
天
皇
は
故
中
宮
嫄
子
を
偲
び
、
忘
れ
形

見
の
若
宮
（
祐
子
内
親
王
）
に
歌
を
送
り
返
歌
が
あ
っ
た
。
そ
の
贈
答
歌
を
記

し
た
後
に
、
東
宮
が
妃
一
品
宮
章
子
に
送
っ
た
歌
に
見
え
る
。

　

梅
沢
本

春
宮
御
方
よ
り
一
品
宮
に
、

あ
ふ
事
は
た
な
ば
た
つ
め
に
か
し
つ
れ
ど
わ
た
ら
ま
ほ
し
き
か

さ
ゝ
ぎ
の
は
し

と
き
こ
え
さ
せ
給
へ
り
け
り

三
〇
七
頁

　

学
習
院
本

春
宮
御
か
た
よ
り
一
ほ
ん
の
宮
に
、

あ
ふ
こ
と
は
く
れ
ま
つ
ほ
し
のに

ゆ
づ
れ
ど
も
わ
た
ら
ま
ほ
し
き
か

さ
ゝ
ぎ
の
は
し

と
き
こ
え
さ
せ
た
ま
へ
る
（「
る
」
ニ
傍
書
「
け
■
」）。　

学
習
院
本
に
は
「
く
れ
ま
つ
ほ
し
に
ゆ
づ
れ
ど
も
」
と
、
逢
う
こ
と
は
「
暮

れ
待
つ
星
」
に
譲
っ
た
け
れ
ど
、下
句
「
鵲
の
橋
を
渡
っ
て
や
は
り
逢
い
た
い
」

巻
梅
沢
本
外
題

梅
沢
本
内
題
見
返
し
／
巻
初

学
習
院
本
外
題

学
習
院
本
巻
頭

31

世
継
卅
一

栄
花
物
語
卅
一
殿
上
花
見
／

ナ
シ

殿
上
花
見
卅
一

卅
一
殿
○
花
見

32
　
　
　

二

卅
二
哥
合
／
ナ
シ

哥
合
卅
二

卅
二
哥
合

33
　
　

卅
三

卅
三
き
る
は
わ
ひ
し
と
歎

女
房
／
ナ
シ

し
ゝ
の
は
て
卅
三

三
十
三
幾
留
者
輪
飛
之
土

歎
女
房
或
し注

１
ゝ
の
は
て

34

世
継
卅
四

栄
花
物
語
卅
四
晩
待
星
／
ナ

シ

秋
の
あ
は
れ
卅
四
卅
四
秋
の
あ
は
れ

35
　
　

五

卅
五
蛛
ふ
る
ま
ひ
／
ナ
シ
さ
ゝ
か
に
卅
五

三
十
五
さ
ゝ
か
に

36
　
　

六

卅
六
根
合
／
小
字
デ
「
ね

あ
は
せ
」

雲
の
か
へ
し
卅
六
三
十
六
く注
２
も
の
か
へ
し
ね

あ
は
せ

37

世
継
卅
七

栄
花
物
語
卅
七
煙
後
／
ナ
シ

七
夕
卅
七

三
十
七
た注

３
な
は
た　

け
ふ

り
の
ゝ
ち

38
　
　

卅
八

卅
八
布
引
瀧

す
み
吉
卅
八

三
十
八
す
み
よ
し

／
ぬ
の
ひ
き
の
瀧
貼

紙
１

ま
つ
の
し
つ
え
（
小
字
デ
）

39
　
　

卅
九

卅
九
松
下
枝
／
松
の
下
枝

貼
紙
２

布
引
の
瀧
卅
九

三
十
九
布
ひ
き
の
瀧

40
　
　

卅

ナ
シ
／
貼
紙
３

紫
野
卅

四
十
む
ら
さ
き
の

＊
梅
沢
本
貼
紙　

１
「
松
の
下
枝
と
や
申
す
べ
き
」
／
２
「
こ
れ
や
ぬ
の
ひ
き
の
た
き
と
申
す

へ
き
」
／
３
「
ま
つ
の
こ
す
ゑ
と
に
て
も
申
さ
は
や
」

＊
注
１　
　
小
字
で
記
す
。

　

注
２
・
３　

標
目
の
後
の
空
白
部
に
記
し
、
二
つ
の
巻
名
は
同
じ
大
き
さ
。
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と
い
う
。
こ
こ
に
梅
沢
本
の
巻
名
を
含
む
表
現
が
あ
る
。
梅
沢
本
で
は
そ
の
箇

所
が
、「
た
な
ば
た
つ
め
に
か
し
つ
れ
ど
」
と
な
っ
て
い
る
。
梅
沢
本
の
、「
た

な
ば
た
」
に
「
貸
し
…
…
」
の
表
現
は
、
古
今
集
に
も
見
え
る
表
現
で
、
織
女

星
に
「
糸
」「
衣
」
諸
々
を
供
え
る
意
味
で
歌
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
公
任
集
に
、

七
月
七
日
女
男
に
も
の
言
ひ
た
る
け
し
き
し
た
る
所

わ
が
恋
は
た
な
ば
た
つ
め
に
か
し
つ
れ
ど
な
ほ
た
だ
な
ら
ぬ
心
地
こ
そ

す
れ
（
三
一
一
）

と
あ
っ
て
、
和
歌
の
表
現
と
し
て
は
よ
り
整
っ
て
い
る
。
学
習
院
本
に
は
傍
注

「
後
拾
遺
ニ
た
な
は
た
つ
め
に
か
し
つ
れ
と
」
と
付
さ
れ
る
よ
う
に
、『
後
拾
遺

集
』恋
二
・
七
一
四
に
は
梅
沢
本
の
本
文
で
見
え
る
。本
文
異
同
が
、『
後
拾
遺
集
』

の
注
記
本
文
か
ら
生
じ
た
の
か
と
思
い
た
く
な
る
箇
所
で
あ
る
。と
い
う
の
も
、

「
暮
れ
待
つ
星
」
と
い
う
表
現
は
、
和
歌
に
は
一
首
も
見
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

梅
沢
本
の
巻
名
に
な
り
得
た
の
は
、
学
習
院
本
の
よ
う
な
歌
本
文
が
あ
っ
て
か

ら
こ
そ
と
推
量
し
た
い
。

一
方
、
学
習
院
本
の
巻
名
「
秋
の
あ
は
れ
」
は
、
故
中
宮
嫄
子
崩
御
に
関
わ

る
も
の
で
、

故
中
宮
の
い
づ
も
、
下
野
が
も
と
に
、

い
か
ば
か
り
君
な
げ
く
ら
ん
か
ず
な
ら
ぬ
身
だ
に
し
ら
れ
し
秋
の

あ
は
れ
を

三
〇
四
頁

に
よ
る
。後
一
条
天
皇
中
宮
威
子
に
仕
え
た
出
雲
が
、後
朱
雀
中
宮
女
房
に
送
っ

た
歌
で
あ
る
。
後
一
条
・
後
朱
雀
の
両
中
宮
が
、
と
も
に
秋
と
い
う
季
節
に
亡

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
詠
ま
れ
て
い
る
。
右
の
歌
は
『
後
拾
遺
集
』『
今
鏡
』
に

も
見
え
る
。

　
『
今
鏡
』
は
、『
栄
花
』
か
ら
は
和
歌
を
一
首
も
と
ら
ず
、『
後
拾
遺
集
』
経

由
歌
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（29
）。
か
つ
て
私
は
、「
和
歌
資
料
か
ら
読
む
『
今

鏡
』」（30
）
と
い
う
拙
文
で
、『
今
鏡
』
の
和
歌
は
、『
後
拾
遺
集
』
の
み
な
ら
ず
、

他
勅
撰
集
と
九
割
方
重
な
っ
て
い
て
、
秀
歌
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
と
指
摘

し
た
。
ま
た
、「
歌
句
」の
み
で
和
歌
を
紹
介
す
る
例
は
、先
行
す
る『
後
拾
遺
集
』

『
金
葉
集
』
歌
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。『
今
鏡
』
に
は
『
栄
花
』
続
編
と
共

通
話
題
は
あ
る
が
、
続
編
を
思
わ
せ
る
記
事
が
見
え
ず
、『
栄
花
』
を
「
古
き

物
語
」「
昔
物
語
」「
昔
物
語
ど
も
」
と
呼
称
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
近
き
世

白
河
天
皇
・
堀
河
天
皇
を
含
む
続
編
に
は
不
釣
り
合
い
な
表
現
で
、
異
本
系
統

の
よ
う
な
続
編
を
持
た
な
い
本
文
を
見
た
か
と
言
及
し
た
。
し
か
し
、『
大
鏡
』

が
縦
横
に
利
用
し
た
『
栄
花
』
正
編
に
一
言
も
触
れ
な
い
の
と
同
様
に
、『
今
鏡
』

も
肝
心
な
続
編
に
は
言
及
し
な
い
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
を
改

め
始
め
て
い
る
。

実
は
、『
今
鏡
』「
藤
波
の
上
第
四
」
に
は
「
く
も
の
か
へ
し
」
と
い
う
章
段

名
が
あ
る
。
学
習
院
本
『
栄
花
』
巻
三
六
の
巻
名
で
あ
る
。
皇
后
宮
寛
子
の
春

秋
歌
合
に
お
け
る
右
大
臣
頼
宗
の
歌
で
あ
り
、『
栄
花
』
に
、

春
雨
に
ぬ
れ
て
帰
ら
ん
桜
花
雲
の
か
へ
し
の
嵐
も
ぞ
吹
く

と
あ
り
、『
金
葉
集
』『
古
来
風
体
抄
』
に
も
見
え
る
歌
で
あ
る
。「
雲
の
か
へ
し
」

に
は
、天

喜
四
年
、
皇
后
宮
に
て
歌
合
せ
さ
せ
給
ふ
に
、
堀
河
の
右
の
大
臣
「
雲

の
か
へ
し
の
嵐
も
ぞ
吹
く
」
な
ど
詠
み
給
ふ
。　
　
　
　
　
四
一
一
頁

本
文
は
海
野
泰
男
『
今
鏡
全
釈　

上
』（
福
武
書
店
、
一
九
八
二
年
）
に
よ
る
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
頼
通
の
娘
た
ち
の
二
人
、
養
女
中
宮
嫄
子
と
「
ま
こ
と
の

御
女
」
皇
后
寛
子
の
叙
述
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
人
を
結
ぶ
文

脈
に
は
、

ア
そ
の
御
事
は
さ
き
に
申
し
侍
り
ぬ
。
…
…
（
女
宮
二
人
を
生
ん
で
）
あ
へ
な

く
崩
れ
さ
せ
給
ひ
に
し
、
い
と
か
な
し
く
侍
り
し
こ
と
ぞ
か
し
。
ま
こ
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と
の
御
女
な
ら
ね
ど
も
、
い
か
に
口
惜
し
く
思
し
め
し
け
む
。
秋
の
あ

は
れ
い
か
ば
か
り
か
は
か
な
し
く
侍
り
し
。

上
四
〇
七
頁

と
、
学
習
院
本
巻
三
四
の
巻
名
「
秋
の
あ
は
れ
」
が
見
え
る
。
も
し
『
今
鏡
』

作
者
が
学
習
院
本
の
よ
う
な
巻
名
を
も
つ
本
文
で
読
ん
で
い
た
な
ら
、
嫄
子
か

ら
寛
子
へ
の
話
題
が『
栄
花
』続
編
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
進
む
こ
と
に
な
る
。「
秋

の
あ
は
れ
」
に
つ
い
て
は
、
前
稿
で
も
気
に
な
っ
て
い
た
。
ア
例
の
他
に
、
嫄

子
崩
御
に
使
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ア
で
、「
さ
き
に
申
し
侍
り
ぬ
」
と
い
う
の
は
、「
す
べ
ら
ぎ
の
上
第
一
」「
星

合
ひ
」
を
意
識
し
た
行
文
で
あ
る
。
語
り
手
の
い
う
「
秋
の
あ
は
れ
」
と
は
、

後
朱
雀
帝
中
宮
嫄
子
が
長
暦
三
（
一
〇
三
九
）
年
八
月
媒
子
出
産
後
、
十
日
を

経
ず
二
十
四
歳
で
崩
御
し
た
こ
と
と
関
係
す
る
。

イ
あ
さ
ま
し
く
あ
は
れ
な
る
こ
と
限
り
な
し
。
い
と
ど
秋
の
あ
は
れ
添
ひ

て
、
有
明
の
月
の
か
げ
も
心
を
傷
ま
し
む
る
色
、
夕
の
露
の
し
げ
き
も

涙
を
も
よ
ほ
す
つ
ま
な
る
べ
し
。

上
六
〇
頁

亡
く
な
っ
た
の
が
八
月
ゆ
え
の
、悲
し
み
を
増
幅
さ
せ
る
「
秋
」
の
「
あ
は
れ
」

だ
け
で
は
な
い
ら
し
い
。
そ
の
直
後
に
、

ウ
後
一
条
の
中
宮
に
侍
り
け
る
出
雲
の
御
と
い
ふ
が
、
こ
の
宮
に
侍
り
し
伊

賀
少
将
が
も
と
に
、

い
か
ば
か
り
君
な
げ
く
ら
む
数
な
ら
ぬ
身
だ
に
し
ぐ
れ
し
秋
の
あ

は
れ
を
（
八
）

と
詠
め
り
け
る
。
秋
の
宮
う
ち
続
き
、
秋
う
せ
さ
せ
給
ひ
つ
る
に
、
い

と
ら
う
あ
り
て
思
ひ
や
ら
れ
け
る
も
、
あ
は
れ
に
こ
そ
聞
こ
え
侍
り
に

し
か
。

上
六
三
頁
～

と
女
房
の
弔
問
歌
に
、『
栄
花
』
と
同
じ
「
秋
の
あ
は
れ
」
歌
が
見
え
る
か
ら

で
あ
る
。「
秋
の
あ
は
れ
」
は
何
の
変
哲
も
な
い
言
葉
だ
が
（『
源
氏
物
語
』
葵
巻

や
他
巻
に
も
見
え
る
）、『
今
鏡
』
に
は
三
例
し
か
な
く
、
離
れ
た
章
に
あ
る
の
に

中
宮
嫄
子
に
関
わ
る
場
面
に
の
み
使
用
す
る
の
は
、
意
識
的
に
指
示
す
る
選
択

が
働
い
て
い
る
。
イ
は
和
歌
が
あ
る
ウ
の
前
に
あ
り
、『
後
拾
遺
』
経
由
の
引

歌
表
現
と
見
な
し
た
の
だ
が
、『
今
鏡
』
作
者
が
も
し
『
栄
花
』
続
編
を
読
み
、

巻
名
も
学
習
院
本
と
同
じ
で
あ
っ
た
な
ら
、
続
編
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
逆
に
続
編
を
知
ら
な
い
と
し
た
ら
、『
栄
花
』
側
が
、『
今
鏡
』
に
影
響
を

受
け
た
可
能
性
も
出
て
く
る
。『
讃
岐
典
侍
日
記
』
の
続
編
享
受
の
例
も
あ
り
、

『
今
鏡
』
で
は
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に
言
及
し
て
い
る
の
で
（「
す
べ
ら
ぎ
の
中
第

二
」
玉
章
）、
前
者
の
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
か
。
多
方
面
か
ら
検
討
す
る
こ

と
に
よ
り
、
今
後
に
明
確
な
答
え
を
期
し
た
い
。

　

付
記　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
学
習
院
大
学
日
本
語
日
本
文
学
科
か
ら

貴
重
書
を
利
用
し
公
開
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
。
あ
つ
く
御
礼

申
し
あ
げ
る
。

（
注
）

１　

片
岡
利
博
氏
『
異
文
の
愉
悦
―
狭
衣
物
語
本
文
研
究
』(

笠
間
書
院
、

二
〇
一
三
年)

。

２　
『
栄
花
物
語
の
研
究
』（
刀
江
書
院
、
一
九
五
六
年
）、『
栄
花
物
語
の
研

究
続
篇
』（
刀
江
書
院
、一
九
六
〇
年
）、『
栄
花
物
語
の
研
究
第
三
』（
桜

楓
社
、一
九
六
七
年
）、『
栄
花
物
語
全
注
釈
一
～
八
、別
巻
』（
角
川
書
店
、

一
九
六
九
年
～
八
二
年
）、『
栄
花
物
語
の
研
究
新
稿
・
諸
本
研
究
篇
』（
右

文
書
院
、
一
九
八
六
年
）、『
栄
花
物
語
の
研
究
校
異
篇
上
巻
・
中
巻
・

下
巻
・
続
篇
』（
風
間
書
房
、
一
九
八
五
～
八
八
年
）、『
栄
花
物
語
の
研

究
補
説
篇
』（
風
間
書
房
、
一
九
八
九
年
）、『
栄
花
物
語
の
研
究
補
説
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篇
続
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
〇
年
）
他
。

３　

久
保
木
秀
夫
氏
「『
栄
花
物
語
』
本
文
再
考
―
西
本
願
寺
本
を
中
心
と
す

る
―
」（『
中
古
文
学
』　

80
号
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
）。

４　

久
保
木
秀
夫
氏
「『
栄
花
物
語
』
梅
沢
本
と
西
本
願
寺
本　

付
、
足
利
将

軍
家
の
蔵
書
」（『
研
究
と
資
料
』
第
六
十
輯
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
）。

５　

Ａ
「
学
習
院
大
学
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
所
蔵
『
栄
花
物
語
』
の
本

文
―
そ
の
性
格
と
価
値
―
」（『
中
古
文
学
』
89
号
、
二
〇
一
二
年
六
月
）

に
よ
る
。
Ｂ
「
注
と
い
う
異
言
語
―
書
き
込
ま
れ
た
学
習
院
本
『
栄
花

物
語
』
嫄
子
女
王
説
話
」（『
日
本
文
学
』
二
〇
一
一
年
五
月
）
が
先
行

す
る
。

６　
『
教
育
と
研
究
』〈
早
稲
田
大
学
本
庄
高
等
学
院
研
究
紀
要
〉
第
三
二
号
、

二
〇
一
四
年
三
月
。

７　

拙
稿
「
研
究
余
滴
一
写
本
か
ら
の
贈
り
物
」（『
む
ら
さ
き
』
五
〇
集
、

二
〇
一
三
年
十
二
月
）。

８　

拙
稿
「
和
歌
資
料
か
ら
読
む
『
今
鏡
』」（『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
一
四
巻

第
十
一
号
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
）
で
触
れ
た
。

９　
『
栄
花
』
続
編
で
は
、
た
と
え
ば
、
巻
三
八
「
松
の
し
づ
え
」
に
、
後
三

条
天
皇
譲
位
の
際
に
、「『
あ
ひ
も
思
は
ぬ
』
な
ど
、
弘
徽
殿
の
壁
に
伊

勢
が
書
き
き
つ
け
け
ん
な
ど
、
思
ひ
出
で
ら
れ
て
、
何
ご
と
に
も
目
の

み
と
ま
る
」（
四
四
五
頁
）
な
ど
の
よ
う
に
、
歌
句
を
引
用
す
る
。

　
　
　

正
編
の
特
異
例
と
し
て
、
巻
二
一
「
後
悔
の
大
将
」
に
、
教
通
室
（
公

任
女
）
が
亡
く
な
り
法
事
も
終
え
て
、
公
任
室
が
孫
た
ち
の
世
話
に
と

御
産
に
方
違
し
た
家
か
ら
教
通
邸
に
移
る
場
面
に
、
梅
沢
本
に
は
、
次

の
よ
う
に
見
え
る
。

　

後
撰
集
に
あ
る
や
う
に
、イ
　
「
君
は
い
か
に
と
ま
ち
と
は
ゞ
と
」

ふ
る
さ
と
に
君
は
い
か
に
と
ま
ち
と
は
ゞ
い
づ
れ
の
や
ま
の
く

も
と
こ
た
へ
ん

と
あ
る
歌
ま
づ
こ
の
お
り
に
お
ぼ
し
め
（「
い
で
」
ニ
「
め
」
ヲ
傍
記
）

さ
せ
た
ま
ふ
。

②
三
九
一
頁

「
イ
」
を
付
記
し
て
本
行
で
、
イ
　
「
君
は
い
か
に
と
ま
ち
と
は
ゞ
と
」
と
同

筆
と
思
わ
れ
る
筆
跡
で
続
く
が
、
こ
の
歌
句
に
、「（
と
）
あ
る
歌
ま
づ

…
…
」
と
あ
る
の
が
、
本
来
の
『
栄
花
』
の
書
き
方
で
は
な
か
っ
た
か
。

学
習
院
本
そ
の
他
に
、
イ
の
歌
句
は
な
い
が
、
歌
一
首
は
後
に
記
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、「
後
撰
集
に
あ
る
や
う
に
」
も
本
来
的
な
も
の
か

ど
う
か
は
疑
問
に
思
わ
れ
る
。

10　

梅
沢
本
・
学
習
院
本
に
有
意
の
校
異
が
な
い
箇
所
で
も
、
注
記
と
し
て
処

理
し
た
方
が
無
難
と
思
わ
れ
る
本
文
が
見
え
る
。
た
と
え
ば
、
巻
三
四
に

見
え
た
疑
問
に
思
え
る
箇
所
で
あ
る
。
一
続
き
の
文
章
を
分
け
て
、
梅

沢
本
で
引
用
す
る
。
傍
の
人
物
注
記
も
付
し
た
が
、
①
～
④
は
稿
者
が

付
け
た
。

Ａ
皇
后
宮
と
は
、
陽①

明
門
の
院
に
お
は
し
ま
す
。
女②

一
宮良
子

は
斎
宮
、

女③

二
の
宮
は
斎
院絹
子
、『
左
大俊

殿房

の
う
へ
に
お
は
し
ま
す
。
を④

と
こ

二後
三
条の

宮
は
、
一
院
に
お
は
し
ま
す
。

Ｂ
皇
后
宮
、
一
、二
の
宮
、
斎
宮
、
斎
院
』
に
ゐ
さ
せ
た
給
ぬ
れ
ば
、

ひ
と
ゝ
こ
ろ
わ
か
宮
う
ち
あ
そ
ば
し
き
こ
え
さ
せ
給
て
、
も
の
を

の
み
お
ぼ
し
め
し
て
お
は
し
ま
す
。　
　
　
　

　

二
八
九
頁

Ａ
Ｂ
の
『

』
部
分
に
つ
い
て
、「
後
の
竄
入
な
る
べ
し
」
と
す
る
『
栄

花
物
語
詳
解
』
の
注
は
あ
る
が
、現
在
の
注
釈
書
で
は
採
ら
な
い
。
私
は
、

本
文
Ｂ
の
、「
皇
后
宮
」「
一
の
宮
」「
二
の
宮
」「
わ
か
宮
」
に
付
さ
れ

た
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
の
注
記
①
②
③
④
で
あ
る
と
思
う
。
順
番
を
同
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じ
く
し
、
Ａ
全
体
が
後
の
歴
史
的
出
来
事
を
踏
ま
え
た
人
物
説
明
と
な
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

11　
『
万
代
集
』
に
は
、

後
朱
雀
院
御
時
、
三
月
ば
か
り
、
上
東
門
院
内
に
い
ら
せ
給

て
侍
り
け
る
に
、
び
ん
あ
し
く
て
御
対
面
も
な
か
り
け
れ
ば
、

き
こ
え
さ
せ
給
け
る

二
条
院

き
み
は
な
ほ
ち
り
に
し
は
な
の
こ
の
も
と
に
た
ち
よ
ら
む
と
は
お

も
は
ざ
り
け
り
（
二
八
三
二
）

　

御
か
へ
し　
　
　

上
東
門
院

は
な
ち
り
し
み
ち
に
こ
こ
ろ
は
ま
ど
は
れ
て
こ
の
も
と
ま
で
も
ゆ

か
れ
や
は
せ
し
（
二
八
三
三
）

『
玉
葉
集
』
に
は
、

一
品
宮
と
申
し
け
る
時
、
後
冷
泉
院
春
宮
に
お
は
し
ま
し
け

る
に
、
ま
ゐ
ら
せ
給
て
、
藤
壷
に
す
ま
せ
給
う
け
る
比
、
上

東
門
院
内
に
ま
ゐ
ら
せ
給
へ
り
け
る
に
、
び
ん
あ
し
く
て
御

た
い
め
ん
な
か
り
け
れ
ば
き
こ
え
さ
せ
給
う
け
る　

二
条
院

　
　
（
二
二
八
六
～
七
番
の
歌
形
は
万
代
集
に
同
じ
な
の
で
省
略
す
る
）

と
あ
り
、
両
書
の
傍
線
部
は
『
栄
花
』
に
は
な
い
表
現
。『
玉
葉
集
』
の

「
藤
壷
」
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
の
は
『
栄
花
』
を
読
め
ば
知
ら
れ
る
内

容
で
あ
る
。

12　
「
越
後
の
弁
」
に
は
待
遇
関
係
で
敬
語
が
つ
か
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
巻

三
四
、一
品
宮
が
東
宮
妃
と
な
り
か
つ
て
の
藤
壷
住
ま
い
に
な
り
、「
古

女
房
」
た
ち
が
亡
き
中
宮
威
子
を
思
い
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、「
心
の

ほ
ど
推
し
は
か
り
た
ま
ひ
て
、弁
の
乳
母
、女
房
の
も
と
に
」（
二
九
七
頁
）

と
歌
を
送
る
場
面
に
、
尊
敬
語
が
見
え
る
。

13　

出
羽
弁
に
つ
い
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
六
女
歌
集
（
一
五
二
・
二
三
八
）

所
収
の
「
経
信
卿
母
集
」
か
ら
、「
女
院
」
彰
子
女
房
と
見
る
向
き
も
あ
る
。

だ
が
、
冷
泉
家
本
「
帥
大
納
言
母
集
」
に
な
い
部
分
で
あ
り
、
私
家
集

大
成
解
説
に
、「
一
四
首
の
本
文
の
あ
と
に
、
経
信
母
頌
と
も
い
う
べ
き

長
文
の
後
記
を
付
し
て
い
る
」
と
説
明
が
あ
る
。
家
集
に
し
て
は
説
話

的
な
散
文
部
分
が
大
き
く
て
、
ま
た
い
つ
の
段
階
で
成
さ
れ
た
も
の
か

も
不
明
。
ま
た
、
出
羽
弁
は
「
大
宮
」（
威
子
）
女
房
と
読
め
る
文
脈
で

も
あ
る
。

14　

和
田
律
子
氏
『
藤
原
頼
通
の
文
化
世
界
と
更
級
日
記
』（
新
典
社
、

二
〇
〇
八
年
）
第
一
部
第
九
章
「
藤
原
頼
通
の
最
晩
年
」。

15　

末
松
剛
氏
『
平
安
宮
廷
の
儀
礼
文
化
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）

第
二
部
第
六
章
「
儀
式
・
先
例
か
ら
み
た
藤
原
頼
通
」。

16　

頼
通
は
、
宇
治
へ
の
行
幸
が
あ
っ
た
一
月
後
の
、
十
一
月
五
日
関
白
を
辞

す
表
を
奉
る
。
十
二
月
五
日
に
は
、「
政
巨
細
悉
可
諮
詢
」
と
い
う
勅
答

が
あ
つ
た
（『
公
卿
補
任
』）。
と
こ
ろ
が
、
十
二
月
十
二
日
、
後
冷
泉

天
皇
は
「
不
豫
」、
翌
年
治
暦
四
年
二
月
に
は
天
皇
は
「
弥
以
不
豫
」
と

病
が
重
く
な
り
、
三
月
二
十
三
日
に
頼
通
は
、
久
し
く
「
重
痾
」
で
あ
っ

た
理
由
で
上
表
、
四
月
十
六
日
に
関
白
を
辞
し
た
。
四
月
十
七
日
（
一

説
に
十
六
日
）
に
教
通
が
関
白
と
な
り
、
十
九
日
に
後
冷
泉
天
皇
は
高

陽
院
で
崩
御
し
た
。

17　
『
国
文
学
研
究
』
百
五
十
集
、
二
〇
〇
六
年
十
月
。

18　

元
木
泰
雄
氏
『
人
物
叢
書　

藤
原
忠
実
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）、

玉
井
力
氏
『
平
安
時
代
の
貴
族
と
天
皇
』
第
一
部
第
二
章
「「
院
政
」
支

配
と
官
人
貴
族
層
」（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）、
美
川
圭
氏
「
後
三

条
天
皇
―
中
世
最
初
の
帝
王
」（『
王
朝
の
変
容
と
武
者
』古
代
の
人
物
６
、
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清
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
）、
同
『
院
政
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
六
年
）、
他
。

19　

中
丸
貴
史
氏
「『
江
談
抄
』
壺
切
剣
に
関
す
る
一
考
察
―
書
か
れ
た
口
伝

を
め
ぐ
っ
て
―
」（
学
習
院
大
学
大
学
院
『
日
本
語
日
本
文
学
』
創
刊
号

二
〇
〇
五
年
三
月
）。

20　
『
後
拾
遺
集
』『
御
堂
関
白
集
』
に
も
見
え
る
。

21　

拙
著
『
王
朝
歴
史
物
語
の
享
受
と
方
法
』(

竹
林
舎
、
二
〇
一
一
年)

第

Ⅱ
編
第
一
章「『
栄
花
物
語
』続
編
考
―
敬
避
表
現
と
人
物
呼
称
か
ら
―
」。

22　
『
類
題
抄
（
明
題
抄
）
影
印
と
翻
刻
』（
笠
間
書
院
、
一
九
九
四
年
）
の

「
312
十
五
首
〈
天
喜
三
十
十
七
題
者
実
綱
朝
臣
大
殿
〉」
が
、
師
実
家
の
早

い
歌
会
例
で
あ
ろ
う
。
な
お
、「
大
殿
」
呼
称
は
頼
通
に
は
な
く
師
実
の

こ
と
。
ま
た
、『
範
永
集
』
に
は
、「
左
大
臣
殿
の
中
将
に
お
は
せ
し
時
に
、

東
三
条
院
に
て
、
花
未
だ
あ
ま
ね
か
ら
ず
、
と
い
ふ
心
を
」
と
い
う
詞

書
の
歌
（
一
六
番
）
が
あ
り
、師
実
の
「
中
将
」
時
代
の
歌
会
が
見
え
る
。

師
実
の
任
中
将
は
、
天
喜
三
（
一
〇
五
五
）
年
二
月
十
四
歳
の
と
き
で
、

翌
年
に
中
納
言
と
な
る
。『
類
題
抄
』
312
は
十
四
歳
の
と
き
の
歌
会
で
あ

る
。

23　

注
21
に
同
じ
。

24　

本
文
は
、『
神
道
大
系
朝
儀
祭
祀
編
四　

江
家
次
第
』
八 

大
将
儀 
（
神

道
大
系
編
纂
会
、
一
九
九
一
年
）
に
よ
る
。

25　

ウ
に
「
み
あ
れ
の
日
」
と
あ
る
。
新
編
全
集
頭
注
に
、『
百
錬
抄
』
承
保

三
年
四
月
二
十
六
日
条
「
今
年
ヨ
リ
御
阿
礼
ノ
日
ヲ
以
テ
式
日
ト
為
ベ

キ
由
、
宣
命
ニ
載
セ
ラ
ル
」
を
引
用
す
る
。

26　

末
松
剛
氏
。
注
15
著
書
第
一
部
第
三
章
「
摂
関
賀
茂
詣
の
成
立
と
展
開
」。

27　

梅
沢
本
に
は
、「
中
納
言
」
の
傍
に
「
上
東
門
院
御
方
に
故
院
の
御
子
と

い
は
れ
け
る
中
納
言
と
い
ふ
人
」
と
あ
り
、「
い
か
に
し
て
」
に
「
或
者

此
哥
出
羽
弁
」
と
傍
記
が
あ
る
。

28　
『
源
氏
物
語
の
巻
名
と
和
歌
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
四
年
）。

29　

後
藤
祥
子
氏「
今
鏡
の
和
歌
」（
歴
史
物
語
講
座
第
四
巻『
今
鏡
』風
間
書
房
、

一
九
九
七
年
）。

30　

注
8
に
同
じ
。

受
領
日
：
二
〇
一
四
年
十
二
月
三
日

受
理
日
：
二
〇
一
四
年
十
二
月
五
日
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